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Gather ye rosebuds while ye may, 
      Old Time is still a-flying: 
      And this same flower that smiles to-day, 
      To-morrow will be dying.   
      (Robert Herrick, “To the Virgins, to Make Much of Time”) 
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第一六章 量産の実践とデザイン思考の深化 

 

 

一．量産陶器の試作と西洋モダニズムの影響 

 富本憲吉の作陶の場は、自宅工場
こ う ば

の窯だけに止まらず、冬場は地方の窯へと移った。冬

の地方窯での研鑽について、富本は、以下のように語っている。 
 

東京の新窯をはじめて使ったのは一九二七年の八月でした。東京では冬になります

と風がひどくて、地下室のない私の仕事場では素地が凍って仕事になりませんので、

一月から二月にかけては地方の窯場を廻り、その地方の特色ある技法を研究しました。

信楽
しがらき

、益子
ま し こ

、瀬戸――瀬戸は二、三度――波佐見
は さ み

、京都――二回ほど――など廻り、

その土地の材料を使い、その土地の職人と一緒になってやりました。こうして各地方

の伝統を研究して、最後に（四十九歳の時）焼物の技法としては最も複雑な色絵の研

究に九谷に行きました。ここには牡丹の咲くころから米を刈り取るころまで、およそ

十ヵ月ばかり北出塔次郎君の所にいて、研究を重ねました１。 
 
富本がはじめて地方の窯に出かけたのは、一九二九（昭和四）年のことで、信楽だった。

この間、片時もウィリアム・モリスの思想を忘れることはなかった。つまりそれは、裕福

な一握りの人のために存在する芸術ではなく、万人が享受できる芸術であった。特権的な

階級が崩壊し、民主化された平等な社会が出現した暁には、人びとが日常の生活に必要と

する物質、たとえば焼き物、家具、織物などは、どのような姿へと変化することになるの

であろうか。その形や模様は、あるいは生産の仕組みや体制は――。これが、英国留学に

先立って美術学校の学生であったころから芽生えていた課題であった。富本は、このよう

にいう。「私はまだ陶芸をめざす前から、ばくぜんと心に描いていた英国のウイリアム・モ

リスの思想にいくらかでも自分の道を近付けたいという念願をいだいていた。信楽へいっ

たとき、私は一つの試みをした」２。 
 

それは、あらかじめ向こうの職人に注文の寸法を出して、大皿のロクロを引かせてお

き、あとで行って自分で絵付けをすることである。こうしてできた何十枚という鉄絵

の大皿を、従来にない安い値段で市販したものである３。 
 
 人びとの生活における物質的平等性を担保しようとすれば、どうしても一定の量を確保

しなければならないし、同時に、安価でなければならない。これが富本の一貫した念願で

あり、いままさしく、安くて美しい量産陶器の試作に挑んでいるのである。信楽での試作

について、富本はこうもいう。 
 

私は若い時分、英国の社会思想家であり工芸デザイナーであるウイリアム・モリス

の書いたものを読み、一点制作のりっぱな工芸品を作っても、それは純正美術に近い

ものだ。応用美術とか工業美術とかいうのなら、もっと安価な複製を作って、これを

大衆の間に普及しなければならない、という考えを深く胸にきざみつけていた。信楽
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にいったときは、その考えを実行に移したもので、このときの大皿は絵だけを私が描

いたものだから、安く売ることができた。ロクロから仕上げまで、一貫して自分で作

る陶芸と、ロクロは職人まかせにして、絵付けだけをやる場合とでは、そこにハッキ

リした区別をおき、後者にはあまり高い値段を付けてはならないというのが私の終始

一貫した信条である４。 
 
 こうした日常の生活に向けての安い陶器が、富本の手によって国画会の展覧会に陳列さ

れ、販売された。「この信楽の大皿を作った前後のこと、昭和三、四年ごろだったと記憶す

るが、国画創作協会のあとに国画会というものができ、私はその工芸部の展覧会で、前記

の方針にもとづいて、一点制作の高いものと、そうでない安いものの両方を売ったことが

ある」５。しかし、評価はあまり芳しくなかった。「私の考えは、必ずしも歓迎されたとは

いえないようだ。そのころ、まだ工芸家は一点制作の“芸術品”に専念すればよいという

考え方が支配的だったのである」６。その時代の人びとの期待は、「芸術家」としての工芸

家を日常生活品の製作に向かわせることを許さなかったのであろう。富本の回想するとこ

ろでは、このようなこともあった。 
 

その時分、東海道線静岡駅の駅売り土びんに「山は富士、茶は静岡」と書いたもの

をお茶入り五銭ぐらいで売っていたことがある。私はこの土びんに二、三百個ばかり

簡単な蓼
たで

の花の絵付けをして、国画展の展覧会で売ったことがある。……駅売り土び

んのような身近な焼き物にも、よい意匠が浸透することを望んだからである。土びん

は伊賀で焼いたものだった７。 
 
信楽に続いて、翌年には波佐見へ出かけた。一九三〇（昭和五）年二月二八日夜、長崎

の光永寺の二階にて、富本はこう書き記している。「千九百参拾年壹月、家族五人が東京の

家や工場を閉めきり長崎への旅に上つた。寒い千歳村の寒氣を避けるため、一方では私の

仕事での年中行事の一つになつて居る地方窯を訪ひそこで安價な陶器を試作する爲でもあ

る。最初は別に一家を持ちそこから波佐見に行く豫定であつたが、正木氏の好意によつて

五人の居候がこの光永寺の隅から隅迄走り廻り飛び歩いて約壹ケ月半の日を過ごした。…

…波佐見には都合四度行つた。……私は此の［波佐見への］旅行で中尾で貳百五拾、西原

で前後千五百の既成素地に筆を執り、或いはゴム版を使用し、木原では五拾の自製素地と

百の既成素地に染附して陶器を造つた」８。 
富本の地方窯での量産陶器の試作はさらに続いた。一九三二（昭和七）年には、瀬戸へ

出かけた。「瀬戸では信濃
マ マ

［品野］という部落で六寸の中皿を作らせたことがある。これは

運賃、荷造り全部を含めて東京の私のところに着いて一枚十二銭だったが、それに私が模

様付けして焼いたものが市中の茶わん屋で五十銭ぐらいに売られた。私の絵付けは一枚三

十銭ほどで一日に二、三百枚くらいは軽く描いたものだ」９。こうした大量の絵付けを試

みているとき、百枚の皿の真ん中に折松葉の模様を描いた貧しい工人のことが、富本の頭

に繰り返し浮かぶ。 
 

百、描いて幾文といふ工賃のために、おそらく貧しい工人の一つづゝ描いたと思へ
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る折松葉を一つ中央
まんなか

に描いた皿。その折松葉を描いて私の皿模樣とするだけでは私に

は足ない。 
何としてそれと同等の力を人にも自分にも與へるだけの模樣を創りたい。皿の眞中

に一つ模樣を描いて置いた時いつも思ひ出すのはこの皿である。ああ、百描いていく

らと言ふ工賃のために描かれた此の一筆の折松葉１０。 
 
この富本の言葉は、一九三二（昭和七）年の「陶片集（二）」（『新科学的』第三巻第

六号所収）からの引用であるが、すでに同じ文言が、一九二七（昭和二）年の「陶片集」

（民藝叢書第壹篇『雜器の美』所収）のなかにも現われている。これは、貧しき無名の工

人と、その人が描く折松葉模様への富本の嫉妬心とも競争心ともとれるし、量産陶器の宿

命的課題へ向けられた情熱的なまなざしともみなすことができるであろう。 
富本は仕事場のことを「工場

こ う ば

」と呼んだ。そして陶器家は、そのなかで仕事をする、自

営業の肉体労働者でもあった。「轆轤し繪附けする仕事場を飾りたてて、應接室のやうにし

てゐる陶器家があるが、私はさういふことをするのは嫌ひである。それで製作と云はず仕

事と云ひ、工房などと稱へずにコウバと云ふのが私の永年の習慣である。陶器をつくると

いふ仕事は、肉體的にも容易ならぬ苦しい仕事である。……如何に私が泥にまみれ、身を

すりへらすやうにして仕事をしてゐるか――一見されるとよく解らうと思ふが」１１。もち

ろん陶器家にも、矜持というものがある。「陶器家と雖も政治家文藝家に伍してゆづる可き

でない。乾山、偉大なる彼は芭蕉と伍し、或は當時の政治家に比してその偉大さ、むしろ

旗は乾山にあがらざるを得ない。陶器家よ進む可きではないか」１２。 
そうしたなか、窯開きには多くの人が富本邸の工場を訪れた。そのなかに、日本画家の

小倉遊亀がいた。富本の郡山中学校時代の恩師が水木要太郎であり、その後水木は、奈良

女子高等師範学校の日本史の教授となり、入学した小倉を指導する。小倉の作品には、し

ばしば富本の陶器が描かれる。「あのころ、窯のあくたびに招いていただいて、帰りがけに

はいつもお土産にお作品を頂戴したものだ。（もったいないことだったと思う）」１３。その

小倉が富本を回顧する言葉のなかに、次のようなものが残されている。 
 

大分前にきいたことであるが、富本憲吉先生が「使って非常に使いよいと思う器は

ね、形も非常に美しいよ」それからまた、「これはその作家からきいた話だが、もっと

も性能のよい機械を作ってゆくと、形も美的になってしまうということだ」と伺った

覚えがある。工芸品や機械までがそうだということは考えさせられる１４。 
 
明らかに富本は、工芸品や機械の美しさは性能や機能に由来するということを指摘して

いるのである。この時期富本が挑戦していたのは、量産陶器の試作的実践に止まるもので

はなかった。小倉が耳にしたように、あわせて富本は、この両大戦間期にあって別の課題

にも挑戦していた。それは、モダニストとしてのデザイン思考のさらなる展開にかかわる

ものであった。それではここで、その一端について見ておきたいと思う。 
 轆轤で形をつくる。そうして出来上がった二、三〇個の皿や鉢や壺を戸外の干し台の上

に一列にならべる。 
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そのうちから最も形の整った約三分の一を白磁に選ぶ。次の三分の一を彫線や染め付

けに用いる。最後の三分の一を色絵の素地とする１５。 
 
その理由は、「染め付けや色絵は、いわばほかに見どころがあり、形の欠点を補うことが

できるが、白磁の形は、いっさいゴマカシのきかない純一のものでなければならないと考

えている」１６からである。富本は、白磁の美しさを、人間の裸体の美しさになぞらえる。 
 

模様や色で飾られた衣服を脱ぎすて、裸形になつた人體の美しさは人皆知る處であ

らう。恰度白磁の壺は飾りである模樣を取り去り、多くの粉飾をのぞきとつた最も簡

單な、人で言へば裸形でその美しさを示すものと言へよう。……私は白磁の壺を最も

好んでいる１７。 
 
このように、いっさいの模様や彩色を排除した、純粋な形態の美しさだけで成り立つ白

磁に、富本は心を奪われる。白磁同様に、全く無駄のない美しさをもったものが、確かに

富本の少年時代にあった。それは時計という機械だった。 
 

私は時計の裏をひらき機械を見ることを一つの楽しみとしてゐる。今はあまりやら

ないが、少年時代にはこのことに熱中したあまりに時計師にならうと本氣に考へたも

のだ。……私が少年であった時代には勿論、飛行機も自動車の玩具もなく、手に持つ

ていじることの出來たものと言えへば、この時計だけであつた。……もし私の現在が

少年期であつたなら、私は自動車のエンヂンを楽しみ、その美しさに心をうばはれて

ゐよう１８。 
 
すべての造形美術が、時計や飛行機や自動車のような機械のもつ美しさに倣うとするな

らば、美というものは、装飾という美術的要素に由来するのではなく、その形態に必要不

可欠な構造という工学的要素から発生することになる。富本は、こう明言する。 
 

今私は、建築及び工藝を通じて、必要缺くべからざる構造が必然的に美をうむと言う

理論の根本的な問題に達した。すくなくとも装飾は第四第五次的のものであつて、殆ん

どすべての既成造型美術に對して感興をひかなくなつてゐることは本當である１９。 
 
これこそ、まさしくモダニズムの論理であろう。富本ははっきりと、こうも言い切る。

「装飾の遠慮と云う語が建築にあるが、装飾の切り捨てを私は要求する」２０。 
 それでは、美と用途の関係については、どう考えているのであろうか。それについて富

本は、「陶器に詩はない、然し實用がある。美も用途という母體によつて生み出された美で

ない限りは皆嘘の皮の皮といふ感がする。用途第一義」２１を唱える。明らかに、機能主義

に立っている。一方、機械についてはどうか。 

 
古い道具時代から研究され發達し切つた陶器といふ技術が、今の機械時代の實用工藝

品としては見捨てられ過去のものとして扱はれるのもさう遠くはないと確信する、私
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はさう信じて私の道を進める２２。 
 
富本の展望するところが、「工芸からインダストリアル・デザインへ」と向かっているこ

とは、明瞭であろう。富本は、紛れもなく、純然たるモダニストであった。 
 

所謂趣味ある陶器が床や棚に列び、讀む書物、着る衣服から室までを、現代のものを

使はずに金にあかし心を勞してよせ集めた古いもので飾りたてて住む人がある。この種

の人々に限つて、味といふことをやかましくいふ。私より見ればこれこそ憫むべき俗物

の一種であると斷定する。現代を本當に考へるならその人のいひ望む工藝の殆どすべて

は死んだ殻に同じく、決してこの現代に生きてはをらぬことを知るであろう２３。 
 
死んだ殻に寄り添うのか、それともこの現代に生きるのか――富本が選び取ろうとして

いる世界は、明々白々、いうまでもなく歴然としていた。 
ヴィクトリア・アンド・アルバート博物館の研究部に所属していたポール・グリーンハ

ルジュは、デザインにおける近代運動が終焉して久しい一九九〇年という年に、西洋にお

けるモダニズムの理論と実践を振り返って再検証するにあたって、九名の著名デザイン史

家に寄稿を求め、『デザインのモダニズム』として編集し上梓する。そして、その「序章」

のなかで編者のグリーンハルジュは、国際様式が出現する段階以前にあっての主として両

大戦間期にみられた理論上の特質を一二項目に分けて列挙し、一つひとつについて詳しく

論述することになる。すでにこれまでの幾つかの章において、富本のデザイン思考が、グ

リーンハルジュの着目する項目のうちの「反細分化」「社会倫理」「真実」「総合芸術」「反

歴史主義」「神学」の観点に照らして、どのように類似していたかを指摘しているが、ここ

ではさらに、「技術」「機能」「進歩」「反歴史主義」という観点にかかわって、その類似点

を述べておきたい。 
 上で見てきたように、富本は、いっさいの模様のない、形態の美しさだけに根拠を置く

白磁の壺を「最も好んでいる」という。また、「装飾の切り捨てを私は要求する」とも、「装

飾は第四第五次的のもの」ともいって、装飾の排除を唱える。さらに富本は、時計や飛行

機や自動車のような機械固有の美しさを賞讃し、「もし私の現在が少年期であつたなら、私

は自動車のエンヂンを楽しみ、その美しさに心をうばはれてゐよう」と告白する。そして、

その考えの延長として、「古い道具時代から研究され發達し切つた陶器といふ技術が、今の

機械時代の實用工藝品としては見捨てられ過去のものとして扱はれるのもさう遠くはない」

ことを確信する。かくして富本は、「死んだ殻」ではなく、「この現代」に生きる道を選ぶ。 
これらの富本の言説の内容は、どれもが、「真実」「技術」「機能」「進歩」「反歴史主義」

にかかわるものである。グリーンハルジュは、それぞれについて、以下のように述べる。 
 「真実」について――。「作品（オブジェクト）が生み出される道筋は明瞭でなければな

らなかったし、視覚上の魅力は、そうした建造の過程から直接表われ出るものでなければ

ならなかった。そういうわけで、ひとつの理念としての真実は、全面的な装飾の拒絶へと

つながっていった」２４。 
 「技術」について――。「『技術』は、経済性を促進し、それによって製品入手の可能性

を高めるために、その最も高い水準において使用されなければならなかった。……しかし
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ながら、少なくとも先駆者たちのなかにあって、大量生産は依然としてひとつの理念であ

り続けたことは、強調されなければならない。事実上、モダニズムの第一段階でデザイン

されたもので、大量生産に移されたものは何ひとつなかった。……国際様式が正当性を勝

ち得たとき、大量生産されたモダニズムはようやく現実のものとなったのであった」２５。 
 「機能」について――。「デザインされたすべての製品が首尾よく『機能すること』は、

極めて重要であると見なされた。……作品（オブジェクト）は効果的に働くように計画さ

れなければならなかったし、効果的に計画されたとき、ものは美しくなる傾向にある、と

いう提起がなされた。こうした美学の根拠は機械に存在しており、その形態が主として機

械の働きに規定されていたがゆえに、機械は美しかったのである」２６。 
「進歩」について――。「多くの人びとにとって、民主主義の登場と社会主義への期待は、

社会の進歩を示しているように思われた。実際、そうした進歩がひとつの歴史現象となる

ことが、すべてのマルクス主義者たちにとって必須の条件であった。……新しい技術は、

諸科学が直線的に進歩するうえでの実際的な模範を明示した。同じようにデザインもそう

することができた。モダニストたちが信じていたものは、単なる美学上の変化についての

観念というよりも、むしろ美学上の進歩の観念だったのである」２７。 
「反歴史主義」について――。「こうした考えに従う限り、歴史上の装飾と技術は、可能

な至るところで、排除されなければならなかった。進歩の過程に人類があり、不満足な状

態を過去がさらけ出しているとすれば、社会はそこから抜け出そうとしてまさに奮闘中で

あった。その場合過去の様式は、美学のうえからも倫理のうえからも、望ましいものでは

なかった。したがって、大多数の装飾が歴史的なものであった以上、『反歴史主義』は反装

飾と同義語であった」２８。 
このように見てくると、この時期の富本のデザイン思考が、同じ時期にヨーロッパで進

行していたモダニズムの思想と、ほぼ完全に一致していることがわかる。それでは、こう

した西洋由来のモダニズムを富本はどのようにして入手したのであろうか。 
 富本は、「或る人がステユデオ年冊を見せて呉れた」２９と書いている。「ステユデオ年冊」

とは、英国の美術雑誌『装飾美術――ザ・ステューディオ年報』のことであろう。「矢張り

第一にリーチのものを見る。今の自分とは遠い氣がする。……リーチは矢張り英國人だつた。

……數多い英國作家のうちでは何んといつても光つては居るが、自分とは大變な加速度で互

に離れて行くと思つた」３０。富本は、掲載されているリーチの作品図版を見て、自分の目

指すものとの違いを感じ取る。しかし、富本の目は、リーチの作品以外にも向けられたも

のと思われる。富本が手にした『年報』が何年の版なのかを正確に特定することはできな

いが、いずれにしてもこの時期、富本とリーチの二人展がロンドンのボザール・ギャラリ

ーで開催される一九三一年の前後にあっては、『装飾美術――ザ・ステューディオ年報』は、

富本の愛読雑誌になっていたものと思われる。たとえば、一九二六年版の『年報』を見る

と、六葉のリーチの作品が掲載されている【図六四】【図六五】。そしてそれとは別に、「今

日の家具と銀製品」と題された評論文があり、そのなかに、「模倣」についての次のような

一文を読むことができる。「確かにうまくつくられてはいるが、古い家具の模倣では、ほと

んど本質的な価値を備えているとはいえない。……すでに変化の兆しがある。国中が、偽

造された家具や骨抜きにされた過去の作品の模倣であふれかえっている。しかし、そうし

たやり方に対して、知的な人びとのあいだでは、嫌悪感のようなものが確かに生まれつつ
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あり、何か動きが始動するのに、そう時間はかからないかもしれない。もし変化が起きる

とするならば、そのときの新しい流儀は、ヴィクトリア時代の家具を模すようなかたちを

とることはないであろう、といったことが期待されているのである」３１。 
 富本が実際にこの評論文を読んだことを示す証拠はないが、「模倣」の嫌悪にかかわって、

富本のデザイン思考が、遠く離れた英国と、ほぼ同時進行的に展開されていたことは明ら

かである。他方で富本は、すでに引用で示しているように、飛行機や自動車のような具体

的な機械について言及している。この源泉となるものは、何だったのであろうか。自分の

脳裏から自然と湧き上がった機械の事例だったかもしれないが、何か洋書のなかに掲載さ

れていた図版が、具体的事例の源泉になっていた可能性も排除できない。可能性があると

するならば、ル・コルビュジエの『新しい建築に向って』という本だったのではないだろ

うか。というのも、この本には、橋梁、穀物貯蔵庫と揚穀機、それに都市建設といった建

造物だけではなく、船舶や飛行機、そして自動車といった工業製品の図版が、多数使用さ

れているからである。ここに選んだ【図六六】から【図七一】までの六点の図版は、それ

ぞれに対応する事例図版の一例である。この本のなかで著者のル・コルビュジエが最も主

張したかったことの決定的なひとつは、明らかに「量産住宅」であった。【図七二】から【図

七四】までの三点が、その将来的展望を明示するために掲載されている幾多の図版のなか

ら選択した典型的な画像である。「量産住宅」の章のテクストと図版を見た富本が、自己の

「量産陶器」へ向けた信念を、このときさらに強固なものにした可能性もまた、決して否

定することはできないであろう。 
フランスで原著の初版が出版されたのが一九二三年で、フレデリック・エッチャルズに

よるフランス語から英語への翻訳書の初版がロンドンで刊行されたのが一九二七年のこと

であった。もしこの本を目にしていたとするならば、富本を魅了したのは、次のような一

節だったかもしれない。「量産住宅」の章は、次の語句ではじまる。 
 

偉大な時代がはじまっている。 
新しい精神が存在する。…… 
私たちは大量生産の精神を創り出さなければならない。…… 
もし、住宅に関する死せるすべての観念を心の底から葬り去り、批判的で客観的な

視点からこの問題を眺めるならば、私たちは、「住宅－機械」、つまりは量産住宅へと

たどり着くであろう。それは、私たちの生存に随伴する作業用の道具や器具類が美し

いのと同じように、健康的で（道徳的でもあり）、そして美しい。 
それはまた、厳格で純粋な機能的要素に対して芸術家の感性が加わるとき、全く生

き生きとして美しい３２。 
 
 この時期、英国留学から帰国して、二〇年近くが立とうとしていた。富本は、こうした

雑誌や本を通して、その間の英国のデザインの動きにかかわる知識を入手し、自らの血肉

にしようとしていたものと思われる。 
 
 
二．イデオロギーと技法の「進歩」 
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一九三一（昭和六）年四月のある夜のことであった。前年の七月に、当時の共産党中央

委員会の命令のもと非公然とソ連に渡り、モスクワで開かれたプロフィンテルン（労働組

合国際組織）の第五回大会に出席したのち、党の事情でそっとこの二月に日本に帰ってき

ていた藏原惟人が、村山籌子
か ず こ

の案内で、畑のなかの暗い道を通って密かに富本家を訪れた。

藏原は、当時の日本にあってプロレタリア文化運動を理論面で支える中心的な人物であっ

た。一方、藏原を富本宅へ案内した村山籌子は、舞台芸術の演出家の村山知義の妻であり、

当時童話作家で詩人として活躍していた。おそらく『女人藝術』を通じて、一枝と籌子は

親しくなっていたのであろう。もっとも、籌子の最初の富本夫妻との出会いは、羽仁もと

子が園長を務める自由学園高等科の一期生として関西へ卒業旅行に出かけたおりに、安堵

村の富本家を訪問したときのことであった。藏原は約一箇月間、富本家にかくまわれた。

そして藏原は、一九六三（昭和三八）年に富本が死去すると、ただちに「富本憲吉さんの

こと」と題して筆を取り、そのときの様子を公表した。以下はその一部である。 
 

ある時「社会主義になったら私の仕事など役にたたなくなるのだから」という意味の

ことを私にいった。私は「そんなことはありません。社会主義になったらその時こそ

あなたの作品はほんとうに大衆のものになるのです」というと、「そうですか」と、な

お半信半疑の様子だった。 
   「実は私はほんとうに多くの人が平常使えるような実用的なものを作って安く売り

たいのですが、まわりのものがそれをさせないのです。美術商などは、“先生、そんな

に安く売られては困ります”というのですよ」ともいっていた。若い時ウイリアム・

モリスの生活と芸術の結合の思想に傾倒していた富本さんは生涯その理想をすてなか

ったようだ３３。 
 
 さらに藏原は、こう書き記す。「当時は非合法の共産党員をかくまったというだけで、治

安維持法違反の罪にとらわれる時代だった。それから一年たって私が検挙された時、私は

その間にとまって歩いた住居についてきびしく追及された。……すでに『調書』の一部を

勝手につくりあげて、私にその承認を強要した。そのなかには富本憲吉宅の名もあがって

いた。党の中央部にいて党を裏切った男がそのことを売ったのである。私は頑強に抵抗し、

そこから富本さんの名前を消さなければ、今後ともいっさい取調べに応じないと頑張った。

警察ででっちあげられ、検察庁におくられた私についての簡単な『調書』から富本さんの

名は除かれていた」３４。 
村山知義の二度目の収監が、一九三二（昭和七）年の二月で、藏原惟人が獄窓の人にな

るのが、同年の七月のことであった。そして、次の年（一九三三年）の二月二〇日に、今

度は小林多喜二が逮捕され、同日、拷問により死亡する。当時のプロレタリア文化運動に

とって、最大の受難の時代であった。富本の妻の一枝が、そして続けて長女の陽が検挙さ

れたのも、この一九三三（昭和八）年の八月のことであった。 
『讀賣新聞』は、この件について、「富本一枝女史 検舉さる 某方面に資金提供」の見

出しをつけて、次のように報じた。「澁谷區代々木山谷町一三一國畫會員としてわが國工藝

美術界の巨匠（陶器藝術）富本憲吉氏の夫人で評論家の富本一枝女史（四一）は去る五日

夕刻長野懸軽井澤の避暑地から歸宅したところを代々木署に連行そのまゝ留置され警視廰
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特高課野中警部補の取調べをうけてゐる、さきごろ起訴された湯淺芳子女史の指導によつ

て、某方面に百圓と富本氏制作の陶器を與へたことが暴露したものである、女史は青鞜社

時代からの婦人運動家で女人藝術同人として犀利な筆を揮つたことがあり、最近では湯淺

女史らと共にソヴエート友の會に關係左翼への關心を昂めてゐた」３５。 
 一週間後には、「富本一枝女史 書類だけで送局」の見出しで続報。その一部は、次の

とおりである。「すべてを認めたうへ従來の行動一切の清算を誓約したので十五日起訴留

保意見を付して治安維持法違反として書類のみ送局となつた」３６。 
 そして、さらにその三日後、『讀賣新聞』は、「富本女史の令嬢も検舉」の見出し記事を

掲載した。以下はその全文である。「某方面に資金を提供して代々木署に留置されてゐた女

流評論家富本一枝（四一）女史は既報の如く轉向を誓つたので起訴留保となり十八日朝夫

君憲吉氏の出迎へをうけて釋放されたがこんどは愛嬢で文化學院高等部二年生陽子（一九）

さんが皮肉にも母親が歸宅する前日十七日朝突如澁谷區代々木山谷町一三一の自宅から

代々木署に検舉、警視廰特高課から出張した野中警部補の取調べを受けてゐる 陽子さん

は日本女子大學を中途退學して二年前文化學院に入學したもので、地下深くもぐつて左翼

運動に關係してゐることが判明したゝめで 母親の一枝女史とは何等關係がない、特高課

では母親と一緒に検舉する筈であつたが同家には子供が多く女手を一度に失ひ家事に差支

へるので一枝女史の釋放が決定するまで検舉を差しひかへてゐたものである」３７。 
 一九三三年は、西洋のデザイン史においても、極めて重要な年であった。ドイツではア

ドルフ・ヒトラーが首相に就任すると、共産党への弾圧がはじまり、その手はバウハウス

へと伸び、ついにはその息の根を止めてしまった。バウハウスは、第一次世界大戦後の一

九一九年にヴァルター・グロピウスによって設立された、理念、方法論、様式においてモ

ダニズムの核心部分を用意したデザインの学校であった。『デザインのモダニズム』の編者

のポール・グリーンハルジュは、この一九三〇年代を次のような言葉で描写する。 
 

デザインの近代運動にはひとつの年代的なものがあることがわかる。それはふたつの

時期から成り立っている。最初は、私が「先駆的段階」と呼んでいる時期で、これは、

第一次世界大戦の雷鳴のごとき砲弾が耳をつんざくなかにあって開始され、一九二九

年から一九三三年のあいだに幾つかの重要な運動がついえ去ることによって終焉した。

ふたつ目は、一九三〇年代のはじめに開始されたもので、私は「 国 際 様 式
インターナショナル・スタイル

」と

いう呼び方をしている。……さまざまな挑戦を受けたにもかかわらず、国際様式は一

九七〇年代の終わりまで進行していった。そういうわけで、一九三〇年代は、ひとつ

の状態から別の状態へと移行する混乱の時期にあたり、いわばさまざまな国において

「純粋な」モダニズムがさまざまなレベルで展開していったのである３８。 
 
 それでは、富本の場合にあっては、一九三〇年代以降、どのような展開がみられたので

あろうか。前述のとおり、富本は、いっさいの絵画的要素も彫刻的要素も排除した白磁を

好んだ。白磁こそが、「反装飾」というモダニズムの原理に適切に従うものであった。しか

し、富本はいう。「白磁には特別の情熱を傾け、自分でも会心の作を得たと思うが、世人に

はなかなか受け入れられなかった」３９。モダニズムの造形を巡っての、つくり手と使い手

のあいだに存する溝とでもいうものであろうか。使い手は、色を求め、模様に価値を見た。
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それが直接的な動機になっていたかどうかは即断できないが、理念として社会が「進歩」

するように、富本の技法もまた、ある意味で直線的に「進歩」していった。 
一九三五（昭和一〇）年一一月二三日から二七日まで、上野松坂屋において、「富本憲吉

新作陶磁展」が催された。そのとき『東京朝日新聞』に掲載された松坂屋の広告には、「現

代陶匠の最高峰をなす新帝國美術院會員富本氏の新作陶磁約二百點を蒐めて！」４０とのコ

ピーがみられる。この年の五月の帝国美術院改組に伴って、富本は新会員に任命されてお

り、そこで「新帝國美術院會員」の肩書がつく。さらに出品点数から判断して、大和時代

を含めてこれまでの過去の個展をはるかに超える大規模なものだったにちがいない。富本

は、「東京に移って間もないころは、大和にいたころにつづいて白磁と染め付けとを主とし

て焼いた」４１といっている。そうであれば、このときの陶磁展は、主に白磁と染め付けの

新作二〇〇点ほどが、六階会場に壮観にも並べられ、販売されたものと思われる。 
年が明けた一九三六（昭和一一）年の一月一九日から二二日まで、同じく上野松坂屋

で「富本憲吉日本畫展覧会」が開かれた。続けてこの年、「ぼたんの花の咲くこと
ママ

から稲

の穫り入れまで、およそ八ヶ月も［九谷］に滞在して、じっくり絵付けの研究に打ち込

んだ」４２。ついに富本の関心は、色絵磁器の研究へと向かった。 
 

楽焼きからはじまり、白磁、染め付けを自家薬籠中のものとしたので、最後には磁器

の上に模様をつける上絵が残ったわけである。磁器に上絵することは焼き物の技巧と

しては最高のものであり、最も複雑で、それだけに非常に豊かな表現力を持つもので

ある。九谷へ行ったのは、いわば私の焼き物造りの技法上の総仕上げだったともいえ

るだろう４３。 
 
 九谷では、色の合わせ方が秘密になっており、親方がすべて自分で色を合わせたうえで

職人に与えられる方法がとられていた。しかし、富本にとっては、「色の事はすでに研究ず

みで問題なかった。そこで北出塔次郎さんという方の窯を借りて主として、窯の構造、材

料の詰め方、薪のたき方を勉強した」４４。八箇月の長期滞在が終わり、東京にもどると、

さっそく憲吉は、「色絵の窯を築き、上絵をほどこした焼き物を作って松坂屋で展覧会をや

った。小品ながら百点ばかりの作品が八割まで売れてしまった。当時としては大成功であ

った」４５。同年の一〇月一〇日の『東京朝日新聞』の上野松坂屋の広告には、「富本憲吉

第二回新作陶器展」と銘打って、「加賀九谷の窯にて先生が研究制作された、古九谷を偲ば

しむる多彩な繪付けせる妍麗にして氣韻高き試作品に會心の近作をも併せて展觀」４６とあ

る。同じく一〇月一四日の『東京朝日新聞』には「富本憲吉氏作陶展」の見出しで展覧会

評が出た。評者いわく、「淡々たる手法に終始して來た氏が、古九谷を研究し、それを取入

れた結果一段と重厚さを増した、殊に藍色の茄子文の大皿、山歸來の大皿にその感が深く、

嘗つての清純そのもの味は多少欠けた憾みはあるが、氏の研究の結果によつて、古九谷の

持つ嫌味は失せ、古九谷としての新しい境地が開拓されんとするの曙光が見えるのは嬉し

い」４７。こうして、富本の色絵磁器に関する九谷での研究成果が、好評のうちに世に出て

行ったのであった。 
次の年の一九三七（昭和一二）年五月一一日の『京都日日新聞』に目を向けると、「世紀

の一斷面」という見出しで、「機械工業への認識と文化的教養を與へよ」といった内容の富
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本の談話が掲載されている。しかし、富本の思いなど届くはずもなく、機械工業の生産力

は、民生用品から離れ、軍事物資へと集中してゆく。時代の推移は加速する。この年の七

月の盧溝橋事件に端を発し、日支事変（日中戦争）が起こる。その拡大とともに、言論や

物資がさらに統制され、自由や人権が一段と制約され、戦時国家へ向けた体制再編がいよ

いよ急速に進む。暗黒のアジア・太平洋戦争へと向かう道を、ひたすら日本は転がり落ち

てゆくことになるのである。 
一九四〇（昭和一五）年六月に、富本にとっての二番目の随筆集となる『製陶餘録』が

世に出た。その「序」において、富本はこう書いている。「年齢の故であらうか近頃の私

は、文章、繪、特に陶器に對し、以前程の感激を以て接する事が出來なくなつた。これは

一つには、矢張り世界中が熱鐡を互の柔かい身體にぶちこみ合つて居て、今日ありて明日

なき命と云ふはかない世情の反影による事と思ふ」４８。戦争嫌悪の感情がみなぎる。この

間も、富本家には官憲の目が光っていた。のちに詩人で作家としても活躍することになる

辻井喬は、このような言葉を残している。「彼［富本壮吉］とは中学・高校・大学を通じ

て一緒だったが家に遊びに行くようになったのは敗戦後である。それまで富本の家は警察

の監視下にあるような状態だったから、壮吉も私を家に誘いにくかったのである」４９。 
終戦の翌年（一九四六年）の六月、富本は独り祖師谷の家を出て、大和へ帰郷した。東

京を去り、生まれ故郷の大和に帰ったものの、家は荒れ果て、窯もなく、食べるものや着

るものにも事欠く過酷な生活が、いよいよ老境に近づこうとする富本を待ち受けていた。

独身時代にも「英国逃亡」の願望はあったが、このときもまた富本は、曾遊の地である英

国へ逃げ出したいという強い思いに駆り立てられている。「ボクはもう日本が嫌になった、

英国にでも行きたい、一人だけならどうにでもなる」５０。大和でも、東京でもなく、家族

関係の猥雑さや美術界の醜悪さから完全に解き放された、地球の反対側に位置する英国こ

そが、遊学以来、憲吉が終生求めてやまなかった心安らぐ理想郷だったのかもしれない。

しかしそれは、あくまでも理想郷にすぎず、富本は、当時の現実的な苦境を次のように振

り返る。 
 

大和の生家では工房も窯もなく、思うように仕事ができないので京都へ通うことに

した。蛇ケ谷の福田力三郎という新匠［美術工芸］会会員のへやを借りたのが京都で

陶芸生活にはいった初めである。だが、大和から京都まで通うのには往復に四時間を

費やし、それだけで体力を消耗することが激しかった。それにもまして、仕事が中途

半端になるのがやりきれなかった。 
本窯も色絵窯も持たず、絵の具一式を新たにつくったが、その材料も不足がちだっ

た。非常な努力で焼いた作品が、何人かの人手に渡っていった。だれも同じであろう

が、この時分がいちばん、つらい時期であった５１。 
 
 長時間を要する京都通いの不便さを解消するため、富本は京都住まいをはじめた。こう

して、京都での晩年の活動が幕を開ける。 
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第一八章 晩年を生きる 
 
 
一．最後の展覧会とバーナード・リーチとの別れ 

一九五三（昭和二八）年二月、リーチが来日し、翌年の一一月まで長期にわたり滞在し

た。そのときの滞在記録が『バーナード・リーチ日本絵日記』である。そのなかに「十一

月二十一日」として、次のようなことが記されている。 
 

昨日の午後、富本にそのささやかな家で会い、夕食もそこでとった。ささやかな家

ながら、その中に含まれているものはすべて、その配置と言い、選び方と言い、彼自

身の性格がにじみ出てみごとである。――煎茶趣味――それは抹茶とも違うし、明ら

かに民藝ではない１。 
 
 このときまでに、富本と柳宗悦（ないしは民芸）との関係を、リーチがどこまで把握し

ていたのかはわからないが、すでに両者の関係は完全に断ち切れていた。 
この滞在期間中に、富本とリーチの対談が企画され、「作陶遍歴」と題されて、一九五四

（昭和二九）年の『淡交』（第八巻第七号）に掲載された。内容は、ふたりの出会いから作

陶へ入るきっかけにはじまり、全体として、これまでの両人の歩んできた陶工としての道

のりを振り返るものになっている。 
 富本とリーチが向かい合って「作陶遍歴」を語ったこの年（一九五四年）、富本は、「乾

山の『陶工必用』について」と題した一文を『大和文華』（第一三号）に寄稿した。冒頭富

本はこう書いている。「大和文華館の好意により、永年望んで得られなかった、尾形乾山著

『陶工必用』の全文が寫眞に写されて、去年十一月私に送られた」２。すでに言及してい

るように、富本が石井白亭からその名を聞き、ふたりして訪ねたのが、六世乾山（浦野乾

哉）の家であった。富本が通訳を務め、ただちにリーチは六世乾山に入門した。つまりこ

れが、両者にとっての「作陶遍歴」の最初に位置する出来事だったのである。初代尾形乾

山の「此書完成が今より約貳百貳拾五年前であり」３、それよりのち途切れることなく乾

山の陶技が伝承され、死去する直前に六世乾山は、「リーチさんとあなたの樣な人を二人も

弟子に持つた事をあの世で先生の［三浦］乾也に自慢出來ますわい」４と、富本にいった。

その意味からすれば、リーチは、直系の「七世乾山」を襲名する立場にあり、富本はその

傍系に位置する継承者といってよい。富本は、この『陶工必用』のもつ、自分にとっての

特別な意味を、次のように説明する。 
 

歴史家でない私は代々の系譜を調べたりする事に興味がないものであり、特に家元と

か何代とかと無理にその傳統を表圖だけに連ける如き事は大嫌ひな性格であるが、乾

山には何か連關がある如く思へる。その上に私の樣に素人から入った陶器家は廣く

色々な技法に渡つて、次ぎつぎに試みて居るので系體的に關係あるだけでなく、この

書の樣に陶器全般に亙つて書かれたものを實験的に研究する事は、たとひ永くかかつ

てもやつて見たいものだと思ひ出した。今はその材料の字義、種類について研究中で

ある５。 
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 リーチが日本を発って数箇月後の一九五五（昭和三〇）年の二月、富本は、第一回の重

要無形文化財技術保持者（色絵磁器）に認定された。認定者は「人間国宝」とも呼ばれる。

しかし富本は、この認定を決して喜ばなかった。そして翌年九月、この認定を受けて富本

は、「富本憲吉自伝」として自分の経歴について口述し、内藤匡が筆記した。そのなかで富

本は、こう語っている。「認定するのは政府の勝手ではありましょうが、この無形文化財と

いうものについては、私は反対なのであります。……イミテーションを作るのは職人で、

芸術家ではありません。図案（形も図案の一つです）ができて、自分のこしらえた絵具な

りなんなりを十分使いこなして、創作するのが美術家であります。しかるに今の無形文化

財を受けている人は創作力のない職工がだいぶおります」６。 
重要無形文化財技術保持者の認定を受けたこの年（一九五五年）の一一月、「富本憲吉作

陶四十五年記念展」が開催された。「一九五五年は私が英国でスティンドグラスを初めてか

ら四十五年になりますので、それを記念して東京の高島屋の大ホールで展覧会を開きまし

た。焼物約三百点と、図案、スケッチ、絵巻物などを、大和時代、東京時代、京都時代と

分類して陳列しました」７。富本が、ロンドンの中央美術・工芸学校のステインド・グラ

ス科に入学するのは一九〇九（明治四二）年のことなので、厳密にいえば、この年が「作

陶四十五年」ではなかった。この展覧会には、《色絵金銀彩四弁花文八角飾箱》が展示され

て、注目を浴びた。内藤は書き記す。「この八角箱は素地を作るに大そう困難した。助手が

二人して苦心して磁土を型に打ってくれたが、二十数個を手がけて、完全に仕上がったの

は二個だけだ。一つは赤更紗に、一つは金銀彩にした。モチーフはやはりテイカカズラを

四弁花に変形したものである」８。ふたりの助手のうちのひとりが、のちに京都市立芸術

大学の教授になる小山喜平であった。このときの様子を小山は、こう述懐する。 
 

［私は］美大を卒業後専攻科へ進み、続いて二年先生の指導を受ける事が出来た。

その間、先生の泉涌寺の工房へも通い勉強をかねてお手伝いをした。東京で作陶四十

五周年展を準備しておられた頃である。大学への出講日以外は工房で作陶を続けてお

られたが、朝の十時には車が止まり工房へ入られ、夕方五時には又車が迎えに来られ

る。食事とティータイムの外は制作三昧である。……出品作が次第に焼成されて行っ

たが八角の大型の飾箱が窯出しされた時の喜びは大変なものであった。一つは金銀彩

に一つは色絵で仕上げられた。 
展覧会は盛会であった。高松宮様も会場にみえ歓談された。志賀直哉さんや武者小

路実篤さんら旧友の方々が多数会場に参集された。浜田庄司さんも御令息さんをつれ

会場にみえた時、子供もこんなに大きくなりましたと話しかけた浜田さんの顔には旧

友の再会の笑があった９。 
 
 柳原睦夫も、この時期の憲吉から指導を受けていた。柳原はのちに、大阪芸術大学の教

授となる。 
 

私が先生のご指導をいただいたのは、昭和二十九年から亡くなられるまでの九年間

です。美術大学の学生として、卒業後は研究室の助手に採用していただき一層お目に
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かかる機会が多くなりました。大学と東山泉涌寺の工房を三日にあけず往来したもの

です。 
この時期は先生の晩年の円熟期にあたり、赤絵金銀彩の技法を完成され、羊歯模様

や四弁花模様の名作がたてつづけに創出されてゆきました１０。 
 
 同じく柳原は、憲吉の英語力にも、目を奪われた。 
 

先生のご自慢の一つに、本場英国仕込みの英語があります。これはなかなかのもの

で、私共がペラペラ喋るアメリカ英語とは趣の違った格調の高い古風なものでした。

たえず大学を訪れる海外の陶芸家や留学生の応援は、まさに先生の独壇場でした。体

格風貌ともに欧米人に比べて遜色がなく、服装の選択と着こなしに於いては、アメリ

カ人など足もとにも及ばないスタイリストの先生が、得意のキングスイングリッシュ

を話される様子は、一寸絵になる光景でした。私達は羨望と畏敬の念で舌をまいて眺

めていたものです１１。 
 
「作陶四十五年記念展」が終わると、翌一九五六（昭和三一）年九月に、「作陶四十五年

記念展」の展示作品のなかから約五〇点が選ばれて解説された『富本憲吉陶器集』が、内

藤匡の編集によって美術出版社から刊行された。他方この時期、すでに述べているように、

重要無形文化財技術保持者の認定に伴う「色絵磁器」と「自伝」に関する富本からの聞き

取りも、同じく内藤の手によって進められていた。さらにこの年の夏は、「模様集」の刊行

へ向けて、その準備が急がれていた。こうして翌年（一九五七年）、中央公論美術出版より

『富本憲吉模様選集』が上梓された。出版されると、美術評論家の水沢澄夫が、『三彩』に

次のような書評を寄稿した。 
 

一九一二年から五六年にいたるほぼ半世紀にわたる名匠の陶歴の中から、その間に

くりかえし使われた陶器模様三十図を、紺紙に金泥で描き、解説もまた作家みずから

が日本紙に筆写したものを、ともに原色版におこしてつくられた見事な図譜。さきに

美術出版社から出された「富本憲吉陶器集」と同じ装釘の姉妹篇である。 
模様のなかのあるものは雄健、あるものは細緻、陶器作家にとってよき参考図譜で

あるばかりでなく、内外の陶器愛好家にとって貴重な資料となるだろう。巻末に英文

解説をつけたことは適切だ１２。 
 
 「作陶四十五年記念展」の開催、あわせて『富本憲吉陶器集』と『富本憲吉模様選集』

の刊行――どれもが、これまでの製陶活動の偉業の全貌を俯瞰するにふさわしい内容であ

り、おそらく誰の目にも、まさしく前人未到の輝かしい記念碑的企てとして映じたことで

あろう。 

一九六一（昭和三六）年五月、東京でのロータリークラブの第五二回国際大会の開催に

あわせて、日本橋の高島屋八階ホールにて、「富本憲吉作陶五十年記念展」が開催された。

内藤匡は、この展覧会図録に「作陶五〇年記念展について」の一文を寄稿し、そのなかで

富本のこれまでの作風の変遷にかかわって、次のように書き添えた。 
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焼物のいろいろの技法を自由に使いこなすばかりでなく、先生の更らに優れた点は

美しい新鮮な模様を作られた事だ。昔の図案を改良したり、それにヒントを得たりし

たのでなく、先生自身で自然を観察して、新らしく創り出したものばかりを使われた。

そこで、大正の時代から先生は“模様の作家”として知られた。やがて“色絵の作家”

と歌われ、“金銀の作家”と讃えられるようになったが、やはり私は、“模様の作家”

の方が先生を最もよく表わしているように思う１３。 
 
 そして続けて内藤は、今回の展覧会について、こう紹介する。「此の五〇年間に先生の創

られた模様はおびただしい。そのうちから十数点を選び、これを約五〇点の皿、陶板、壺、

飾箱、香炉等に焼いて、図案と共にならべて、作陶五〇年記念展を開く事にした。図案の

作り方、その応用のしかた、熟練した手腕等を研究鑑賞するにはまたとないよい機会だ。

御覧んになることをおすすめします」１４。この図録は、英文による配慮も行き届いており、

内藤による英文の序文には、富本の来歴のみならず、国展、民芸、新匠会の三者の関係も

また明示されていた。この展覧会を『朝日新聞』は、「若々しい装飾感覚」という見出しを

つけて、「こんどの展観では、銀彩の効果をみごとに生かした飾り箱や、円や斜線でしょう

しゃな構成を見せた大ザラの表現など、その若々しい装飾感覚に注目したい」１５と、評し

た。 
 一九五三（昭和二八）年二月に続いて、この年（一九六一年）の八月、バーナード・リ

ーチが来日した。戦後二度目の訪問であった。しかし、彼のおよそ五〇年来の旧友であり、

民芸運動の主導者であった柳宗悦は、すでにこの五月に亡くなっていた。「私は民芸館で、

旧友柳宗悦の霊前で香を焚いた」１６。続いてリーチの「一〇月二五日」の日記には、安堵

村を訪問したことが記されている。 
 

昨日、富本と堀内と私は、奈良を通り抜け、京都からおよそ四五マイル離れた法隆

寺の近くにある安堵村のトミー［富本］の旧宅へ車で行った。……何年もの月日を経

たのちに、このゆかりの地を再び訪れることは、感動的であった。前と同じように庭

には古い石があり、古い蔵の脇には同じ木蓮の木が立ち、門番小屋の外側には、変わ

ることなく、緩やかな流れの掘割があった――五〇年の歳月が流れていたのだった１７。 
 
リーチの日記は、この安堵訪問には、わけがあり、それは、まじかに迫った憲吉の国家

的栄誉の顕彰に関係していたことを伝えている。先祖への報告や祝賀会の打ち合わせのよ

うなことが考えられるが、リーチは具体的には何も語っていない。安堵村の生家を訪ねる

五日前の一〇月一九日、『朝日新聞』は、この年の文化勲章の受章者として、富本をはじめ、

作家の川端康成、京大名誉教授（中国文学）の鈴木虎雄、東大名誉教授（構造化学）の水

島三一郎、日本画の福田平八郎、同じく日本画の堂本三之助（印象）の六氏が内定したこ

とを報じていた１８。「川端康成氏ら六人 文化勲章の受章者きまる」の見出しがつけられ

たこの記事のなかで、富本の受章は、工芸分野にあっては板谷波山に次ぐ二人目であるこ

とが紹介され、さらに、一〇名の選考委員の名前も公表された。そのなかには、倉敷レイ

ヨン社長の大原総一郎の名前も含まれていた。受章が決まると、富本の身辺では、急に慌
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ただしさが増してゆく。 
 

受章が決まって、最初に奈良県郡山中学の同級生で、大和の同村の出身である今村

荒男君（元阪大学長）が電話をよこした。「えらいものをもらうんだね。僕が去年もら

ったのは文化功労年金で、君のやつの方が、ずっと上だよ。しっかりせにゃいかんね」

ということだった。暗に、僕がまた「［重要無形文化財技術保持者の認定のときと同じ

ように］そんなものいらんよ」と断わるのではないかと心配してくれたのかもしれな

い１９。 
 

しかし、この受章を断わることはなかった。一一月三日の文化の日、その授与式が皇

居で行なわれ、その後受章者たちは、天皇陛下を囲んで昼食をともにし、歓談した。そ

のとき富本は、「陶器の上に溶解度のちがう金と銀を重ねて置けるよう工夫した苦心談を

披露」２０した。 
 授与式から一〇日が立った一一月一三日、大原美術館に新たに設けられた陶器館の開所

式が行なわれた。その日の様子を、大原総一郎は、「大原美術館 陶器館開設の日に」と題

して綴り、『民藝』（第一〇九号、一九六二年一月号）に寄稿している。以下は、その一部

である。 
 

去る十一月十三日、来日中のリーチさんと富本憲吉、河井寛次郎、浜田庄司の四氏

を倉敷に迎え、大原美術館の新しい陶器館の開館式を行いました。……この陶器館は、

去年の終り頃着工を決意し、今年の十一月頃を目指して完成させるよう計画したもの

でした。建物は昔の米倉です。……八つの土蔵は……その中の北側にある三棟が陶器

館となり……一号館は浜田さん、二号館の二階は富本さん、階下はリーチさん、三号

館は河井さんの作品にあてられており、現在では、二百点ばかり陳列されています。

これらの陶器は今から三十年近く前に、父が好んで蒐めたものに端を発して現在に及

んでいます２１。 
 
 この日の夕刻、四人は、倉敷民芸館の主催による講演会に臨んだ。美術館裏手の新渓園

で催され、テーマは、中世英国の陶器についてであった。富本は、楽焼きをはじめたころ、

たまたま本屋で見つけたローマックス著の『風雅なる英国の古陶器』という洋書をリーチ

と奪い合うようにして読んだ思い出を語っている。この講演会での講話の内容は、「四陶匠

は語る」と題して抄録編集され、同じく『民藝』同号に掲載された。このとき話題になっ

た、『風雅なる英国の古陶器』という本については、すでに言及しているように、その経緯

は判然としないが、現在、駒場の日本民藝館に残されている。 
 この開館式の様子については、リーチの日記でも、「倉敷――一一月一二―一四日」の箇

所で触れられている。しかし、招待された四人の陶工の心のなかについての描写はない。

文化勲章を受けたばかりの富本。富本とは絶縁状態の民芸派に属する河井、濱田、そして

リーチ。さらに加えれば、このたび、文化勲章の選考委員を務める一方で、四人の常設展

示室を設けた大原総一郎。民芸を唱導するも、この五月に亡くなった柳宗悦。そこには複

雑な人間関係があったことが想像される。果たして開所式のこの一日、彼らはどのような
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会話をしたのであろうか。 
この秋のある日のことである、リーチと富本は、丹波の山に車で一日旅行を楽しんだ。

「私は日本の田舎が、かくも見事に美しいことを発見しつつある。そして、農家の一年を

表わすために、時間と技量があれば、田園生活を一連の図案に描いてみたいと思った。自

分も同じ思いをもっている、と富本は私にいったが、彼の場合は、イギリスの田舎生活が

念頭にあった」２２。さらに滞在中の回顧が続く。この一文のすぐあとに、リーチはこう書

き記す。「京都では、堀内家に滞在した。最近［栃木県の佐野地方で］発見され、森川勇氏

の所有になる初代乾山の陶器を見るために、私は、［六代］乾山の娘の尾形奈美とそこへ向

かった。富本は、自分の思いが的中し、もしそれらの作品が贋作であることがわかったな

らば、やっかいな立場になることを恐れて、どうしても行こうとはしなかった。そこで私

は、堀内と奈美と一緒に出かけた」２３。果たしてリーチの目には、どう映ったか。「最初

のひとまとまりの陶器を見て、私は仰天した。それらすべてが本物であることを確信した

からである！」２４。リーチは、年が改まった一九六二（昭和三七）年の「一月六日、高度

三万フィートの上空を大阪から東京へと飛ぶ」２５。 
 富本は、リーチとの最後の別れについて、こう書いている。 
 

彼が日本を離れる日も近づいたある日、工房で昔のように長い間、話し合ったが、別

れぎわ、彼は私の手を握り「もう、これで、お互い死ぬまで会えないかもしれないね」

と目にいっぱい涙をためていた。五十年前、リーチとともに、いたずら半分にやった

即席楽焼きが私たちの生涯の道を決定した。思えば、陶芸一筋につながる長い友であ

る。私も感慨無量だった２６。 
 

「目にいっぱい涙をためていた」のは、リーチだけではなく、富本もおそらくそうだっ

たであろう。 
 
 

二．ウィリアム・モリスと尾形乾山への帰着 

リーチが関西を発って一箇月が過ぎた。一九六二（昭和三七）年の二月に入ると、『日本

経済新聞』は、富本の「私の履歴書」を一〇回に分けて連載した。各回のタイトルは以下

のようなものであった。 
 

一 十二歳で父を失い家督をつぐ 
二 ふらふらと東京美校に入学 
三 日本で最初のバンドを作る 
四 二十三歳、ロンドンに留学 
五 カメラ提げて回教寺院回り 
六 楽焼が陶芸一筋の生涯を決める 
七 多事多難の二十年 
八 安い陶器を作って売る 
九 終戦の翌月芸術院を去る 
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十 思いもかけぬ文化勲章 
 
このような流れに沿って富本は、自分の歩んできた道を振り返った。死去する一年数箇

月前の最晩年、まもなく人生の終わりを迎えようとするこのときに、最期の言葉として、

富本は何を語っているのであろうか。最終回の「思いもかけぬ文化勲章」の最終部分には、

量産陶器のさらなる発展へ向けての期待と、乾山が書き残した『陶工必用』の解読へ向け

ての意欲が、綴られていた。 
 

若いころからの私の念願であった“手づくりのすぐれた日用品を大衆の家庭にひろ

めよう”という考えは、いろいろな事情で思うにまかせないが、いま私は一つの試み

をしている。 
それは、私がデザインした花びん、きゅうす、茶わんといった日用雑記を腕の立つ

職人に渡して、そのコピーを何十個、何百個と造ってもらうことである。……すでに

市販もされて、なかなか好評だということだが、価格が私の意図するほど安くないの

が残念である。だが、これも、まだ緒についたばかりだから、やがて、コストダウン

の方法が見つかるかもしれない２７。 
 
 そして続けて――。 
 

もう一つ、かねてから初代乾山の「陶工必用」という本（大和文華館所蔵）を写真

にとってもらってあるが、ことしは、これを読んで乾山の処方通りの材料を集め、乾

山の楽焼きや色絵の実験をやるつもりでいる。私の実験の結果が、ひとり私の陶芸ば

かりでなく、日本の陶芸界全体にお役に立てればよいと考えている次第である２８。 
 
 これをもって、「私の履歴書」の連載は完結した。そしてこれが、富本にとっての事実上

の絶筆となるものであった。 
 思い起こせば、中学時代に堺利彦が訳載したウィリアム・モリスの「理想郷」を『平民

新聞』に読み、モリスの思想と仕事に憧れを抱いて渡英すると、サウス・ケンジントンに

あるヴィクトリア・アンド・アルバート博物館へ日参し、モリスの実作を見ては、英国風

の気高き趣味に胸を打たれ、その一方で、日本ではなく、この博物館において、垂れ下が

る梅の枝と詩句を描いた初代乾山の焼き物にはじめて遭遇するのである。富本は、純正美

術と応用美術の両者（たとえば絵画と更紗の両作品）が、差別されることなく同等の美的

価値をもつものとして陳列されていることに驚き、この博物館を知らなかったならば、自

分は工芸家になることはなかったであろう、とのちに告白する。帰朝すると、バーナード・

リーチと知り合い、焼き物に熱中するリーチを連れ、通訳として六世乾山を訪ねた。こう

してリーチは知遇を得て、乾山の弟子として焼き物の世界に入る。他方富本は、初代乾山

の梅の図柄に寄り添い、《梅鶯模様菓子鉢》をリーチの窯で焼く。この楽焼きが富本の事実

上の処女作となるものであった。このころのトミーと自分は、すべてを分かち合う、さな

がら兄弟のごとき関係であった、とリーチは回顧する。ほぼこれと時期を同じくして、『美

術新報』に富本は、「ウイリアム・モリスの話」を寄稿した。それを出発点として、「芸術
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のための芸術」でも「国宝」でもなく、「生活のための芸術」と「日用雑器」を重視する、

富本のモリスに倣った哲学が、苦闘を伴いながらも晩年に至るまで展開されてゆく。同じ

く晩年には、初代乾山の『陶工必用』に出会う。そしてその伝承内容を、さらなる自分の

血と肉にしようと努める。没後、その間リーチの手もとに置かれていた《梅鶯模様菓子鉢》

が、最終的にヴィクトリア・アンド・アルバート博物館に寄贈される。 
人は、厳然たる事実として父と母から生命を受け継ぐ。その観点に立てば、工芸家とし

ての富本は、父をモリスに、そして母を乾山にもったことになる。さらにそれに加えるな

らば、富本の生没地は、明らかにロンドンのサウス・ケンジントンであり、リーチは、生

涯にわたりそれぞれが日英にあって同じ道を歩き続けた七箇月違いの若き弟であった。上

に引用した「私の履歴書」におけるモリスと乾山への最終的言及が、疑いもなく、それら

のことをすべて、静かに例証しているのである。 
他方、この「私の履歴書」の全編を通覧してわかる特質も、幾つか存在する。ひとつは、

初回から第六回の終盤に至るまでが独身時代にかかわる記述であるということである。若

き日の出来事と思い出が、かくも大きな衝撃となって最後の最後まで富本の心を強く支配

していたのであろうか。別のいい方をすれば、実際に製陶人生を開始したのちのことより

も、そこに到達するまでに展開された様態の方が、富本の記憶にとっては、重みをなすも

のであり、同時に、意味をなすものであったということになろう。 
もうひとつ特徴を挙げるとすれば、この連載のなかにあって、一枝のことも結婚生活の

ことも、そして、のちの伴侶についても、いっさいその話題が登場することはなかったと

いうことである。その意味で、富本の「私の履歴書」は、あくまでも「私の仕事の履歴書」

であって、「私の家族の履歴書」は全く含まれていない。裏を返せば、「私の家族の履歴書」

など、決して易々と表に出される筋合いのものではなく、それは自分だけの心にそっとし

まい込むものであるというような何がしかの夢想的判断が、執筆中の富本の脳裏を常時支

配していたのかもしれなかった。あるいはそれとは逆に、一枝との過去の結婚生活も、い

まの伴侶との内縁関係にある生活も、もはや心の重きをなすものではなく、事実としてた

だあるだけの、いっさいそれにとらわれない空なる存在となってしまっていたのかもしれ

なかった。さらに可能性を広げるならば、そうした二者択一的な明確さとは様相を異にす

る、曖昧で複雑で、行ったり来たりの、もはや輪郭を描くことさえできない何か別の模様

が、愚痴や嘆きとなって、富本の心を覆っていたのかもしれなかった。富本は、文化勲章

の皇居での授与式にどちらかの女性を同伴することもなかったし、自分の死後について、

常々こうも漏らしていた。以下は、藤本能道の言葉である。 
 

先生は六十歳にして、それまでに得た地位も何もかも捨て再出発しようとするよう

な気の強い反面、よく愚痴もいわれ「私は嘆くことの多い人間だ」と笑われ「私には

墓はいらぬ。死んでも拝んだりするような事はして欲しくない。作品が墓だ」と晩年、

常々口ぐせのように言われた。自分の行った行為を、作品を見、感じることによって

正当な評価を望むだけで、結果としての地位や伝説のような論議は困るとの教えのよ

うに感じられた２９。 
 
 富本は、父親の死後、長男として家督を相続したにもかかわらず、従来の家制度を継承
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することなく、その外側にあって生きようとした。その結果、結婚に際しては、富本家に

も尾竹家にも属さない、ともに家を出た男女がつくる新しい家族という集団の形成を目指

した。しかし、それは完成することなく、夫の立場にある憲吉の方から、途中でその集団

を脱した。同じようにそのとき、帝国芸術院や東京美術学校という集団からも離れた。ど

の集団の組織原理も、当時の富本にしてみれば、耐えて無言のまま内面化することができ

なかったのであろう。それらのことは、この文脈において、何を意味するのであろうか。

このときまでに富本は、強固に因習に残る国家的な制度としての「家」、相互の信頼のうえ

に本来築かれるはずの「夫婦」、本人の力量や思いとは無関係に体制維持の都合により供与

される「栄誉」――それらはどれも、色あせやすく、移ろいやすく、壊れやすく、あくま

でも他者の現世界であり、永遠に安住できる自己の「墓所」にはなりえないことを悟って

いたにちがいなかった。それでは、ここに至って、富本にとっての確かなるものとは一体

何だったのであろうか。それは、「家」でも「夫婦」でも「栄誉」でもなく、ひたすら自分

がこしらえた「作品」、ただそれだけだったにちがいなかった。おそらくは、こうした思い

が強められてゆくなかで、「墓不要」という次なる意識が形成されていったものと思われる。

自分の判断と責任において、すでに家制度からも婚姻制度からも距離を置いていた富本は、

したがって、入るにふさわしい「家」の墓廟も、墓石を共有するにふさわしい「夫婦」の

相方も、この時点に至るまでに完全に失っていたといえる。確かに、京都市立美術大学教

授、重要無形文化財技術保持者（人間国宝）、文化勲章受章者という、金銀彩にも似た華麗

なる「栄誉」は身にまとっていたものの、それも埋葬とともに消滅するとすれば、生きて

残るのは、やはり、魂としての「作品」だけであり、富本はそれを強く思いに秘めていた

のであろう。上の引用に認められるように、藤本は、憲吉の性格として、気の強い側面と、

嘆き愚痴をこぼす側面とを指摘している。「窯なき放浪の陶工」が、嘆き愚痴をこぼす側面

を表象しているとすれば、気の強い側面を表わす字句としては、さしずめ「すべての不合

理を捨てて個に生きる近代人
モダニスト

」ということになろう。悲嘆と信念というふたつの対照的な

色彩によって一体的に描き出された近代の図案
モ ダ ン ・ デ ザ イ ン

こそが、富本その人のあるがままの心模様

だったのではないだろうか。 
「私の履歴書」の連載が終了してしばらくすると、「京都市東山区山科御陵檀ノ後七ノ三」

に新築中であった住まいが完成し、富本と石田寿枝はそこへ引っ越した。新烏丸頭町の借

家は、二間ほどの居室と、上絵の仕事をするために増築された別室とからなる、実に簡素

な設えであった。これで、長いあいだの幾分不自由な仮住まいの生活も終わった。しかし

一方で、憲吉の体は日に日に弱まりはじめていた。このことを考えるならば、この新しい

家の建設は、自分が住むためというよりも、むしろ、十数年にわたる内助の功に対する感

謝の気持ちとして、自分よりもはるかにこれから長く生きることになるであろう伴侶へ遺

すためのものだったのかもしれない。 
富本は、新居の庭に竹の植え込みをつくった。これを眺めていると、一一歳のときに失

くした父豊吉のことが、しきりと思い出される。色絵竹模様の角陶板に、富本は、次のよ

うな自作の詩句を書いた。 
 
新庭に竹を植えたり 
六拾五年前、世を去りし／わが父を思はむ爲めなり 
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拾月の薄日さす庭に／石に腰して微風に動く影を見る 
影は植えられたる杉苔と白河砂にあり 
太き竹幹は動かず／風にそよぐ竹葉のみ動く 
不肖の子われ／七拾歳を越して亡き父を想ひ 
動中の静の影を見て楽しむ３０ 

 
この詩句を富本がつくったのは、なかに書かれてあるとおり、一〇月の薄日射す日のこ

とだった。そのころだったのであろうか、この新居を息子の壮吉が訪ねてきた。そのとき

の様子を壮吉は、次のように記憶していた。 
 

「“静中動”ということば、死んだ父親がよく言っていたんやがねえ、――ようやくわ

かったなアーあの笹の影、見てみい、綺麗やなあ」風が吹きすぎ、笹の葉かげがかす

かにゆれているのを父は示した。……父の病が重いことを知らされていた私と、それ

を知らず黙って笹の葉影を眺めつづける父と。長い時間が流れていった３１。 
 

一九六二（昭和三七）年が終わり、次の年の春が来た。三月三一日、この年より、京

都市立美術大学では、「教員の定年制を実施することになり、黒田重太郎・上野伊三郎・

榊原紫峰・富本憲吉・川端彌之助・小合友之助・平舘酋一郎・久松眞一・金尾音美・上

野リチの教授が退官し、開学以来の有名教授が大学を去った」３２。そして、「川村［多實

二］学長の任期満了にともない、富本憲吉元教授が選出され、［五月六日付で］学長に就

任した」３３。しかし、すでにこのとき、富本は、大阪府立成人病センターに再入院してい

た。学長職に就く状況にはなかった。 
『朝日新聞』が報じた富本の死亡に関する複数の記事３４を総合すると、一九六三（昭和

三八）年六月八日夜の九時半に大阪府立成人病センターで肺がんにより富本は死去、その

後、六月一〇日の午後、京都市東山区山科御陵檀ノ後七ノ三の自宅で密葬、一三日に天皇

陛下により供物料が贈られると、続く一四日の閣議で政府は、従三位、勲二等旭日重光章

を富本へ贈ることを決定、翌一五日の午後二時から奈良県生駒郡安堵村東安堵の生家にお

いて告別式が執り行われた。こうして、七七年の富本憲吉の生涯が幕を閉じた。 
「私の履歴書」の最後の箇所に書き記したふたつの念願が、未完のまま残された。ひと

つは、普通の人びとが日常に使う安価で丈夫な「量産陶器」の広範な展開へ向けての願望

であり、いまひとつは、大先達である初代乾山が著した『陶工必用』の実験的解読へ向け

ての願望であった。これらふたつの見果てぬ夢とともに霊骨は、富本家の菩提樹の円通院

に、戒名もなく純朴簡素にして恭しく埋葬された。 
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ア行 
朝倉文夫 145 
『アーサー王の死』Le Morte d’Arthur  34 
『朝日新聞』（→『東京朝日新聞』） 172, 178-180 
アジア・太平洋戦争 122, 142, 157, 164 
アシュビー、C・R  Ashbee, C. R.  35, 37, 38, 41, 73 
  手工芸ギルド・学校 Guild and School of Handicraft  35, 37, 41, 73 
「新しい女」（「新しがる女」を含む） 112, 114, 116-119 
アーツ・アンド・クラフツ Arts and Crafts  35, 37, 43, 78, 98, 106, 184 
アーツ・アンド・クラフツ運動 Arts and Crafts Movement  35, 36, 38, 41, 73, 133, 184 
アーツ・アンド・クラフツ展覧会 Arts and Crafts Exhibition  41 
アーノルド、マシュー Arnold, Matthew  28 
有島生馬 144 
アール・ヌーヴォー Art Nouveau  17, 19, 78 
アルバート公 Prince Albert  34 
安重根 54 
石井柏亭 38, 86, 91, 144, 169 
石垣綾子（旧姓田中） 122 
石田寿枝 160, 177 
石野龍山 161 
石橋和訓 24 
板谷波山 172 
伊藤博文 54 
稲垣稔次郎 158 
イプセン Ibsen  55 
今井邦子 173 
今泉篤男 4, 6 
今村荒男 173 
岩村透 24, 47, 48, 55-57, 61, 78, 79 

「ウイリアム、モリスと趣味的社會主義」 61 
『美術と社會』 61 

ヴァランス、エイマ Vallance, Aymer  21, 22, 30, 31, 55-59, 73, 74, 77, 103, 185, 186 
 『ウィリアム・モリス――彼の芸術、彼の著作および彼の公的生活』William Morris: 

His Art, his Writings and his Public Life  21-23, 30, 31, 55-58, 60, 73, 74, 77, 
103, 161, 185 

ヴィクトリア・アンド・アルバート博物館（正式名は、国立美術・デザイン博物館） Victoria 
and Albert Museum (V&A)（→サウス・ケンジントン博物館、製造品博物館および装
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飾美術博物館） 11, 12, 33-35, 38-40, 42, 58, 63, 69, 70, 75, 76, 79, 82, 86, 88, 89, 97, 
132, 151, 175, 176 

ヴィクトリア女王 Queen Victoria  34, 35 
ヴ井ナス（ヴィナス）倶楽部 96-98, 101, 102 
  工藝試作品展覧會 96, 98, 102 
ウィリアム・モリス・ギャラリー William Morris Gallery  12 
ウィリアム・モリス協会 William Morris Society  12, 184, 185 
ウィルスン、ヘンリー Wilson, Henry  42 
  『銀細工とジュエリー』Silverwork and Jewellery  42 
上田敏 13 
上野伊三郎 166, 178 
上野リチ 178 
ウェブ、アストン Webb, Aston 35 
ウェブ、フィリップ Webb, Philip 11, 34, 35, 57, 80 
ウォール、クリストファー・W  Whall, Christopher W.  42 
  『ステインド・グラス製作』Stained Glass Work  42 
梅原龍三郎 137, 138, 142-145 
『越後タイムス』 138 
王立美術大学（→中央美術訓練学校およびデザイン師範学校） Royal College of Art (RCA)  

34, 185 
王立美術ニードルワーク学校（現在の王立ニードルワーク学校）Royal School of Art 

Needlework (now Royal School of Needlework)  17 
大阪芸術大学 170 
大阪府立成人病センター 178 
大石誠之助 25, 121 
大沢三之助 24, 33, 128 

「技術家として立派な人格」 128 
大西源太郎 8 
大原総一郎 172, 173 
  「大原美術館 陶器館開設の日に」 173 
大原美術館 173 
岡倉覚三 17 
小笠原貞 100 
尾形乾山（初代） 38-40, 86, 94, 149, 165, 169, 174-176, 178 
  『陶工必用』 38, 39, 165, 169, 175, 176, 178 
尾形乾山（六代）（浦野乾哉） 38, 39, 85-87, 90, 169, 174, 175 
尾形奈美（六代乾山の娘） 174 
岡田三郎助 78, 91, 127 
  「即興的なものが多かつた」 127 
岡田信一郎 5, 6, 25, 135 
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  「土と詩の生活 富本君の『窯邊雜記』」 5, 135 
岡本隆寛 24 
沖野岩三郎 133 
  『宿命』 133 
奥村博（平塚らいてうの夫、のちに博史に改名） 99, 114, 115 
小倉遊亀 149 
小合友之助 158, 178 
尾竹うた（尾竹一枝の母） 112 
尾竹越堂（本名熊太郎、尾竹一枝の父） 111, 112 
尾竹紅吉（本名一枝、尾竹越堂・うたの長女、のちに富本憲吉の妻）（→富本一枝） 52, 53, 

66, 98-100, 103, 105, 107-115, 118 
「紅し紅し」 110 
「アダムとイヴ」（『青鞜』の表紙絵） 99 
「いたづらな雨」 109 
「悲しきうたひ手」 109 
「五月の雨」 108 
「五色の酒」 99 

  『番紅花』 100, 101, 108, 109, 110 
「自分の生活」 100 
「太陽と壺」（『青鞜』の表紙絵） 99 
「薄暮の時」 110 
《弾琴》（第 7回文展への出品作品） 100 
《陶器》（第 12回巽画会展覧会への出品作品） 99 
「同性の恋」（あるいは「らいてうとの恋」） 99 
「人形買ふまでの戀」 110 
《枇杷の實》（第 13回巽画会展覧会への出品作品） 99, 100 
「吉原登楼」（あるいは「吉原遊興」） 99 
「夜の葡萄樹の蔭に」 100 
「私の命」 100, 109 

尾竹竹坡（本名染吉、尾竹越堂の弟） 100 
小野二郎 184-186 
  「アール・ヌーヴォーのイギリス起源という問題」 184 
  『装飾芸術』 184, 186 
  「『レッド・ハウス』異聞――フィリップ・ウェッブとモリス」 186 
 
カ行 
賀川豊彦 121, 122 
片山潜 122 
金尾音美 178 
金子喜一 49 
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カーペンター、エドワード Carpenter, Edward  37 
神近市子 100, 109, 110 
河井寛次郎 136, 138, 139, 173, 179, 180 
  「陶器の所産心」 138 
川合玉堂 144 
河井隆三 158 
川口伊慎 9 
川端康成 172 
川端彌之助 178 
川村多實二 178 
カンスタブル Constable  39 
関東大震災 138 
管野スガ（幸徳秋水の妻） 55  
菊池契月 144 
北出塔次郎 147, 156, 158 
機能主義 functionalism 6 
木下杢太郎（本名太田正雄） 133 
  『和泉屋染物店』 133 
キャリントン、ノエル Carrington, Noel  184 
  『英国のインダストリアル・デザイン』（訳書題同左）Industrial Design in Britain  

184 
キュビスム Cubism  164 
京都市立芸術大学（現在の京都市立芸術大学） 170 

『百年史 京都市立芸術大学』 160, 166 
京都市立美術大学（現在の京都市立芸術大学） 160, 167, 177-179, 182 
『京都日日新聞』 156 
清宮彬 52 
ギル、エリック Gill, Eric  37, 73 
近代運動（近代運動史を含む）（→モダニズム）Modern Movement  5, 6, 41, 106, 124, 133, 

134, 142, 151, 155, 164, 168, 179, 181, 184 
倉敷民芸館 173 
グラスゴウ国際博覧会（1901年）Glasgow International Exhibition, 1901  18 
グラスゴウ・シティー・カウンシル（博物館群）Glasgow City Council (Museums)  18 
グラスゴウ美術学校 Glasgow School of Art  18 
藏原惟人 122, 154, 164 
   「富本憲吉さんのこと」 154 
グリーンハルジュ、ポール Greenhalgh, Paul 5, 6, 124, 125, 133, 142, 151, 155, 164, 

179, 183 
  『デザインのモダニズム』（編著） Modernism in Design 5, 124, 133, 142, 151, 155, 

179, 181 
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クレイン、ウォルター Crane, Walter  36 
  《三つの道》 The Three Paths  36 
黒田清輝 24 
黒田重太郎 166, 178 
黒田鵬心 101 
グロピウス、ヴァルター Gropius, Walter 5, 155, 181 
クロポトキン Kropotkin  49, 55 
芸術労働者ギルド Art Workers’ Guild  37 
『景徳鎮陶録』 161 
『藝美』 73, 105, 106 
『ケルズの書』The Book of Kells  19 
『工藝』 141 
古宇田実 46, 58, 85 
  〈吾楽殿〉 46, 52, 56, 78, 85, 88 
幸徳秋水（本名伝次郎） 13, 55 
神戸大学 184 
コウル、ヘンリー Cole, Henry  34-36, 80 
国画会（前身は国画創作協会） 137, 138, 141, 143, 146, 148, 154 
  『国画会 八〇年の軌跡』 137, 138, 141 
  国展 138, 172 
国際様式 international style 5, 6, 151, 152, 155 
『國民之友』 13 
古建築物保護協会 Society for the Protection of Ancient Buildings  12, 23, 77, 161 
ゴシック・リヴァイヴァル（ゴシック・リヴァイヴァリストを含む） Gothic Revival  36, 

57 
兒島喜久雄 57 
小杉未醒 56, 66 
  《豆の秋》 66 
小林哥津（小林清親の娘） 100, 109 
小林多喜二 154 
小林徳三郎 108 
小宮豊隆 106, 107 
  「圖案の藝術化」 107 
コムトン＝リキット、アーサー Compton-Rickett, Arthur  61 

『ウィリアム・モリス――詩人、工芸家、社会改革者』 William Morris, Poet, 
Craftsman, Social Reformer: A Study in Personality  61 

小室翠雲 144 
米騒動 122, 123 
小山喜平 170 
近藤雄三（悠三） 160 
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サ行 
サウス・ケンジントン博物館（→ヴィクトリア・アンド・アルバート博物館、製造品博物

館および装飾美術博物館） South Kensington Museum 11, 33-35, 38-40, 76, 80, 81, 
132 

  〈グリーン・ダイニング・ルーム〉 Green Dining Room 11, 35 
坂井犀水（本名義三、雅号は雪堂） 78, 79, 88, 101, 104, 115 
堺利彦（雅号は枯川生）（→『平民新聞』） 13, 14, 31, 60, 61, 121, 175 

「理想郷」（抄訳）（→モリス『理想郷』） 10, 14, 31, 59, 60, 61, 175 
榊原紫峰 166, 178 
『ザ・ステューディオ』Studio, The  16, 17, 19-22, 30, 70, 93 
  『装飾美術――ザ・ステューディオ年報（1926年）』DECORATIVE ART, 1926 “THE 

STUDIO” YEAR-BOOK 152 
『ザ・タイムズ』Times, The  27-29 
『ザ・デイリー・ニューズ』Daily News, The  27 
『雜器の美』（民藝叢書第壹篇） 138, 149 
佐藤碧坐 129 
 「富本君のポートレー」 129 
『三彩』 171 
ジェラード、ジョン Gerard, John  80 
  『草本誌つまり植物の概略史』The Herball or Generall Historie of Plantes  80, 81, 

82 
シェリー, パーシー・B  Shelley, Percy B.  36 
志賀直哉 85, 170 
資生堂 166 
品川力（→牧野和春） 12 
澁江保  12 
 『英國文學史全』 12 

島崎勉 184 
嶋中雄作 10, 23 
嶋中（島中）雄三 9, 10 
清水澄 142, 146 
ジムスン、アーネスト Jimson, Ernest  37, 73 
志村ふくみ 160, 162 
  「富本先生からいただいたことば」 162 
社会主義同盟 Socialist League 10, 12, 14, 31, 58, 60, 105 
  『ザ・コモンウィール』Commonweal, The  12, 14, 31, 58, 105 
社会民主連盟（→H・M・ハインドマンおよび民主連盟）Social Democratic Federation  12, 

31, 58, 60 
  『ジャスティス』 Justice  31, 32, 58, 59 
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自由学園（→羽仁もと子） 122, 123, 154 
重要無形文化財（重要無形文化財技術保持者を含む）（→人間国宝） 170, 171, 173, 177, 179 
壽岳文章 141 
  「ウィリアム・モリスと柳宗悦」 141 
  「書物工藝家としてのモリス」 141 
『淑女畫報』 114 
  「謎は解けたり紅吉女史の正體――新婚旅行の夢は如何に 若く美しき戀の犠牲者」 

114 
純粋主義者 Purist 142 
嘯園 8 
松風栄一 159, 160 
ジョウンズ、オウイン Jones, Owen  34 
『職業の本――実用芸術ライブラリー』 The Book of Trades, or Library of the Useful 

Arts  75 
女子美術学校（現在の女子美術大学） 114 
『女性日本』 120 
ジョンストン、エドワード Johnston, Edward  42 

『ライティング、イルミネイティングおよびレタリング』 Writing and Illuminating 
and Lettering  42 

ジョンスン、トーマス Johnson, Thomas  80 
『白樺』 52, 63, 129 
  「富本憲吉作湯呑配布會」（広告） 129 
白滝幾之助 24, 27, 84, 112 
白滝しほ（白滝幾之助の妻） 112 
『新科学的』 149 
新匠美術工芸会（のちに新匠会） 142, 157-159, 160, 172 
  『新匠』 158, 160 
『新潮』 116 
水平社 123 
スウィンバーン、アルジャノン・チャールズ Swinburne, Algernon Charles  13 
鈴木清 158, 159 
鈴木清方 144 
鈴木虎雄 172 
ストリート、G・E Street, G. E. 11, 57 
ストレインジ、エドワード・F  Strange, Edward F.  17, 93 
  「リヴァプール美術学校のニードルワーク」‘Needlework at the Liverpool School of  

Art’  17, 93 
製造品博物館（→ヴィクトリア・アンド・アルバート博物館、サウス・ケンジントン博物 

館および装飾美術博物館）Museum of Manufactures  34 
青鞜社（青鞜、青鞜運動、青鞜時代を含む） 53, 66, 99, 100, 116-119, 121, 155 
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  『青鞜』 52, 53, 65, 66, 98, 100 
芹澤銈助 138 
セント・ジョージ・ギルド St. George’s Guild  37 
セント・ジョージ芸術協会 St. George’s Art Society  37 
『装飾芸術』（ミュンヘン）Dekorative Kunst, Munich  41 
装飾美術博物館（→ヴィクトリア・アンド・アルバート博物館、サウス・ケンジントン博

物館および製造品博物館）Museum of Ornamental Art  34 
  恐怖の館 Chamber of Horrors  34 
ゾラ、エミール Zola, Émile  14, 55 
 
タ行 
第一次世界大戦 105, 123, 125, 164 
大英図書館 British Library 185 
大逆事件（大逆罪を含む） 25, 54-56, 121 
「大正デモクラシー」 14 
大博覧会（正式名は、万国産業製品大博覧会）（1851年）Great Exhibition (Great  

Exhibition of the Works of Industry of All Nations)  34 
  〈クリスタル・パレス（水晶宮）〉 Crystal Palace  34 
『太陽』 13 
ターヴィー、レジー Turvey, Reggie  45 
高村光雲（高村光太郎の父） 15 
高村光太郎  15, 27, 47, 48, 56 
高村豊周  15, 20, 47, 61 
拓殖博覧会 67, 72, 73, 88 
竹内泉石 158 
竹田孝憲 8 
田澤操 65 
『多都美』 100 
巽画会 99, 100 
田中喜作 127, 129 
  「何人の作品にも見られない美しい追憶」 127 

「稀に見るアルチスト」 129 
田中松太郎 137 
『淡交』 38, 169 
中央公論社 9, 10 
中央公論美術出版 171 
『中央美術』 129 
中央美術訓練学校（→王立美術大学およびデザイン師範学校）Central Art Training School  

34 
中央美術・工芸学校 Central School of Arts and Crafts  40-42, 63, 82, 170 
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『概要と時間割』（1908-09年度）Prospectus & Time-table for the Session Beginning 
21st September, 1908  42 

塚本靖 17, 78 
辻井喬 157 
辻本勇 121 
  『近代の陶工・富本憲吉』 121 
津田青楓 65, 91, 92, 106, 107 

「職人主義の圖案家を排す」 106 
坪井正五郎 68 
  「アイヌ装飾意匠」（口演） 67 
帝国美術院（帝国芸術院を含む） 142-144, 146, 156, 164, 174, 177 
帝展（帝国美術院展覧会）（→文展） 143, 144 

『帝國文學』 12, 13 
テイラー、E・A  Taylor, E. A.  18 
  《ステインド・グラスの窓のためのデザイン》Design for Stained Glass Window  18 
  《時のある間にバラのつぼみを摘むがよい》Gather ye rosebuds while ye may  18 
テイラー、J  Taylor, J.  17 
  「グラスゴウの美術家・デザイナー――E・A・テイラーの仕事」 ‘A Glasgow Artist and 

Designer: The Work of E. A. Taylor’  17 
デイ、ルイス・F  Day, Lewis F.  22 
  「ウィリアム・モリスと彼の芸術」（『装飾芸術の巨匠たち』に所収） ‘William Morris 

and his Art’ in Great Masters of Decorative Art  22, 23, 161 
デザイン・カウンシル Design Council 167 
  『デザイン』 Design 167 
デザイン・産業協会 Design and Industries Association (DIA)  105, 133 
デザイン師範学校（→王立美術大学および中央美術訓練学校）Normal School of Design  

34 
デ・ステイル De Stijl 142 
テニスン、アルフレッド Tennyson, Alfred  27, 28 
田園回帰運動 Back to the Land Movement  37 
天坊武彦 158, 160 
ドイツ工作連盟 Deutscher Werkbund  41, 133 
陶淵明 146 
『東京朝日新聞』（→『朝日新聞』） 4, 54, 55, 120, 135, 137-139, 141-145, 156 
  「危険なる洋書」 54-56, 62 
東京勧業博覧会（1907年） 17, 19, 20, 24, 82, 93 

『東京勧業博覧会審査全書』 17 
  東京勧業博覧会美術館  17 
東京芸術大学（→東京美術学校） 146, 160 
  東京藝術大学美術館 26 
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  『東京芸術大学百年史 東京美術学校篇 第三巻』 144, 145 
『東京日日新聞』 99 
東京美術学校（→東京芸術大学） 4, 10, 12, 14-17, 19-21, 23-25, 27, 41, 45-47, 49, 54, 

56-58, 61, 68, 77, 82, 85, 93, 144, 146, 147, 160-164, 174, 177 
  工芸技術講習所 145, 160 
東郷平八郎 24 
東方問題協会 Eastern Question Association  12 
堂本三之助（印象） 172 
ドゥルアリー、A・J Drury, A. J.  42 
徳力孫三郎 158 
外村吉之助 138 
富岡鉄斎 8 
富岡伸吉 158 
富本一枝（富本憲吉の妻、旧姓尾竹、雅号は紅吉）（→尾竹紅吉） 113-123, 126-128, 136, 

154, 155, 158, 176, 182, 183, 186 
  「結婚する前と結婚してから」 118-121 
  「何故、正直な方法で勝つ事が困難か」 127, 128 
富本憲吉（雅号は安堵久左） 4-12, 14-27, 29, 31-33, 35, 38-186 
  「石の美」 163, 164 

「椅子の話（上、下）」 70 
《色絵金銀彩四弁花文六角飾箱》 165, 170 
「ウイリアム・モリスの話（上、下）」 21, 35, 41, 54-56, 58, 61, 63, 65, 70, 77, 79, 103, 

121, 140, 141, 175, 184-186 
《梅鶯模様菓子鉢》 67, 88, 89, 91, 94, 175, 176, 180 
《音楽家住宅設計図案》（《DESIGN FOR A COTTAGE》） 82 
《温暖》（『番紅花』の扉絵） 108 
《女の顔》（『番紅花』の裏絵） 100 
《金銀彩春夏秋冬壺》 179 
「乾山の『陶工必用』について」 38, 169 
「工藝家と圖案權」 158 
「工藝品に關する手記より（上）」 70, 71 
「工房より」 128, 129 
「室内装飾漫言」 64 
《常用文字八種図》 43, 162 
「圖案に關する工藝家の自覺と反省」 158 
《ステインド・グラス図案》（1907年の東京勧業博覧会への出品作品） 17, 19, 82, 93, 

94 
『製陶餘録』 157 
「續陶器技法感想」 158 
「拓殖博覧会の一日」 72 
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「陶技感想五種」 158 
「陶技感想二篇」 158 
「東京に來りて」 105 
「陶片集」 138, 149 
「陶片集（二）」 111, 149 
「富本憲吉自伝」（文化庁編集『色絵磁器〈富本憲吉〉』に所収） 8 
富本憲吉作陶五十年記念展 9, 171, 172 
富本憲吉作陶四十五年記念展 165, 170, 171 
富本憲吉氏圖案事務所（→美術店田中屋） 98, 101-105, 107, 109, 111, 115, 124, 132, 

134, 180 
富本憲吉氏夫妻陶器展覧會 120, 127 
富本憲吉新作陶磁展 156 
富本憲吉第壱回陶器會 126 
富本憲吉第二回新作陶磁展 156 
富本憲吉・津田清楓工芸作品展 91-93 
『富本憲吉陶器集』 171 
富本憲吉日本畫展覧会 156 
『富本憲吉模樣集』 137 
『富本憲吉模樣集 第一』 115, 116 
『富本憲吉模様選集』 171 
「半農藝術家より（手紙）」 72, 73 
「百姓家の話」 73 
「美を念とする陶器」 120 
「模様雑感」（1913年） 82, 93 
「模樣雜感」（1914年） 106, 107 
「模樣より模樣を造る可からず」 19, 95, 98, 102, 115, 130, 132, 159 
「大和の安堵久左君より來信の一節」 67, 68, 71 
『窯邊雜記』 4-6, 135 
「四陶匠は語る」 173 
「わが陶器造り」 125, 165, 166 
「私の履歴書」（『日本経済新聞』に連載） 8, 35, 124, 136, 146, 174-178 

富本憲吉記念館 182, 183 
富本壮吉（富本憲吉・一枝の長男） 136, 137, 157, 161, 178 
富本陶（富本憲吉・一枝の次女） 120 
富本豊吉（富本憲吉の父） 8, 9, 71, 177 
富本ふさ（富本憲吉の母） 8 
富本陽（富本憲吉・一枝の長女）（→高井陽、成田陽） 117. 118, 121, 154, 155 
トリノ国際博覧会 Turin International Exhibition, 1902 (1902 Esposizione 

Internazionale d’ Arte Decorativa Moderna)  18 
トルストイ Tolstoy  48, 49 
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ナ行 
内藤四郎 158 
内藤匠 170-172 
  「作陶五〇年記念展について」 171 
仲田勝之助 139 
中野重治 116 
永原孝太郎 127 

「趣味の高い美術家氣質の人」 127 
中村精 167 
中村義一 184 
長與善郎 129 
  「工藝美術と富本君」 129 
ナショナル・トラスト National Trust  185 
夏目漱石  25, 106 
  「文藝の哲學的基礎」 25 
鍋井克之 108 
奈良県立美術館 43 
奈良女子高等師範学校（現在の奈良女子大学） 122, 123, 149, 182 
新家孝正 17, 43, 63, 163 
西川一草亭 127 

「軽雋な人格な人」 127 
西村伊作（→文化学院） 25, 121 
ニーチェ Nietzsche  55 
日露講和会議 24 
日露戦争 12, 24, 54, 57 
日支事変（日中戦争） 157 
日展 146 
日本共産党 123, 154, 164 
『日本経済新聞』 8, 27, 124, 136, 174 
日本女子大学 155 
日本図案会 68 
日本美術院 9 
日本民藝館 141, 172, 173 
ニューヨーク近代美術館 Museum of Modern Art, New York 5 
『女人藝術』 154, 155 
人間国宝（→重要無形文化財） 170 
ネイラー、ジリアン Naylor, Gillian  167, 185 
「スウェディッシュ・グレイス……それはモダニズム受容の姿なのか」 ‘Swedish 

Grace…or the Acceptable Face of Modernism?’  167 
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農商務省 138 
  農展 138 
 
ハ行 
ハインドマン、H・M（→社会民主連盟および民主連盟）Hyndman, H. M.  12 
バウハウス Bauhaus  5, 133, 142, 155, 181 
パクストン、ジョセフ Paxton, Joseph  34 
パースンズ、カール Parsons, Karl  42 
長谷川堯 184 
長谷川傳次郎 129 
  「私との交遊」 129 
羽仁もと子（→自由学園） 122, 154 
濱田庄司 52, 136, 138, 139, 141, 170, 173, 180 
  「憲吉の作品について」（講演題目） 180 

「正しい美」 138 
浜松市美術館 180 
  「富本憲吉展」（1972年） 180 
原信子 100 
パリ万国博覧会（1900年）Exposition Universelle, Paris  19 
パルテノン神殿 Parthenon, The 162, 163 
バレッジ、F・V  Burridge, F. V.  18 
反モダニズム Anti-Modernism 6, 181 
バーン＝ジョウンズ、エドワード Burne-Jones, Edward 11, 12, 30, 31, 35, 38, 39, 57, 

58, 104 
バーン＝ジョウンズ、ジョージアーナ（エドワード・バーン＝ジョウンズの妻） 

Burne-Jones, Georgiana 30 
バーンズリー兄弟 Barnsleys, The  37, 73 
久松眞一 178 
『美術』 127, 129 
美術出版社 171 
『美術新報』 21, 46, 55, 57, 58, 63, 64, 66-68, 70-72, 76-79, 82, 85, 88, 91, 93, 96-98, 101, 

103, 104, 106, 115, 116, 140, 141, 175 
美術店田中屋 26, 101, 104, 105, 108, 109, 115, 132, 180 
  『卓上』 101, 113, 115, 124 
富本憲吉氏陶器及陶器圖案展覧會 101, 108, 109 
富本憲吉氏陶器及素描展覧會 115, 116 

  富本憲吉氏圖案事務所（→富本憲吉） 98, 101-105, 107, 109, 111, 115, 124, 132, 134, 
180 
『富本憲吉模樣集 第一』 115, 116 

『美術と工藝』（前誌名の『美術及工藝』を含む） 158 
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ヒトラー、アドルフ Hitler, Adolf  5, 155 
ピュージン、A・W・N  Pugin, A. W. N.  34, 36 
ヒューズ、アーサー Hughes, Arthur  105 
平櫛田中 144 
平舘曾一郎 178 
平塚らいてう（本名明子） 53, 66, 99, 100, 114-116 
平野利三郎 158 
福田平八郎 172 
福田力三郎 157-159 
藤本能道 159, 160, 167, 176, 177, 179, 180 
『婦人公論』 118 
舩木道忠 138 
ブラウニング、ロバート Browning, Robert  27 
プラトン主義 Platonism 142 
ブリティッシュ・カウンシル British Council 184, 186 
古山英司 158 
ブレイク、ウィリアム Blake, William  36 
フレムトン、ジョージ Frampton, George  41 
ブロッドリック、G・F  Brodrick, G. F.  42 
文化学院（→西村伊作） 25, 122, 123, 155 
文化勲章（文化勲章受章者を含む） 172, 173, 175-177, 182 
文化生活研究會 135 
『文章世界』 107 
『平民新聞』（平民社を含む） 9, 10, 12-14, 20, 21, 23, 31, 49, 54, 55, 59, 60, 175 
  平民文庫菊版五銭本 14 
ヘリック、ロバート Herrick, Robert  18 
  「乙女らに――時のある間に花を摘め」 ‘To the Virgins, to Make Much of Time’  18 
ベンサム、ジェリミー Bentham, Jeremy  35 
ヘンダースン、フィリップ Henderson, Philip  80, 81 
ホイッスラー、ジェイムズ Whistler, James  22, 27 
『方寸』 78 
ボザール・ギャラリー Beaux Arts Gallery  152 
ポスト・モダニズム Post-Modernism 6, 181 
ホランビー、テッド Hollamby, Ted  185 
ホランビー、ドリス（テッド・ホランビーの妻）Hollamby, Doris  185 
堀川光山 88 
 
マ行 
『毎日新聞』 159 
牧野和春（→品川力） 12 
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  「日本におけるウィリアム・モリス文献」 12 
マクマードウ、アーサー・ヘイゲイト Mackmurdo, Arthur Heygate  37 
  センチュリー・ギルド Century Guild  37 
正木直彦 17, 24, 68, 69, 71 
マーシュ、ジャン Marsh, Jan  185, 186 
  『ウィリアム・モリスとレッド・ハウス』 William Morris & Red House 186 
  『ジェイン・モリスとメイ・モリス』（訳書題『ウィリアム・モリスの妻と娘』） Jane 

and May Morris: A Biographical Story 1839-1938  185 
増田三男 158 
松井須磨子 100 
松尾芭蕉 149 
マッカーシー、フィオナ MacCarthy, Fiona  27 
  『ウィリアム・モリス――われわれの時代のためのある生涯』 William Morris: A life 

for Our Time  27 
マッキントシュ、チャールズ・レニー Mackintosh, Charles Rennie  18 
マッケイル、J・W  Mackail, J. W.  12, 30, 31, 58, 104 
  『ウィリアム・モリスの生涯』（全 2巻） The Life of William Morris, 2 vols.  12, 30, 

31 
松坂屋 156 
松田源治 143 
丸岡秀子 122, 123, 182, 183 
  『ひとすじの道 第三部』 123 
マルクス、カール Marx, Karl  14 
マルクス主義者（マルキストを含む） 122, 152 
三浦乾也 39, 86, 169 
三笠 98, 100, 108 
水木要太郎 24, 149 
水沢澄夫 171 
水島三一郎 172 
水落露石 127 
  「土を玉に」 127 
水原秋櫻子 159 
  『馬酔木』 159 
『三田文学』 56 
三越 88-93, 102, 108 
  十五日會 108 
ミドルトン、J・H Middleton, J. H.  80 
南薫造 10, 15, 19, 21, 24, 25, 27, 45-52, 55-58, 63-67, 71-73, 82, 84, 87, 89, 91, 93, 

96-98, 101, 103, 106, 111, 113 
「私信徃復」 52, 63, 65 
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「富本憲吉君試作品展覧會の陶器を見て」 96, 98 
《花園》 24 

  《六月の日》 66 
宮下太吉 54 
『明星』 13 
ミル、ジョン・ステューアート Mill, John Stuart  35 
ミレー Millet  39, 40 
民芸（民芸運動、民芸派を含む） 103, 135, 136, 138-142, 145, 146, 169, 172, 173, 181 
『民藝』 173 
『民芸手帖』 122, 167 
民主連盟（→社会民主連盟および H・M・ハインドマン）Democratic Federation  12, 31 
武者小路實篤 170 
ムテジウス、ヘルマン Muthesius, Hermann  41 
  『イギリスの住宅』Das englische Haus  41 
棟方志功 138 
村井知至 13, 14 
  『社會主義』 13, 14 
村山籌子（旧姓岡内、村山知義の妻） 122, 154 
村山知義 154 
『木喰上人之研究』 138 
モダニズム（モダニストを含む）（→近代運動）Modernism  5-7, 42, 62, 124, 128, 130, 133, 

135, 142, 146, 147, 149-152, 155, 164, 167, 179, 181-183 
モーパッサン Maupassant  55 
森一正 158 
森鴎外（本名林太郎） 56, 62, 100 
  「サフラン」 100 
  「沈黙の塔」 56, 62 
森川勇 174 
モリス、ウィリアム（ウィリアム・モリスの父）Morris, William 11 
モリス、ウィリアム Morris, William  4-6, 9-14, 20-24, 27-38, 40-43, 46, 48, 54, 55, 

57-65, 70, 73-82, 89, 97, 98, 104-106, 122, 125, 133, 135, 140, 141, 147, 154, 161, 
174-176, 181, 184-186 

  『愛さえあれば』Love is Enough 11 
  『ヴォルスング一族のシガード』Sigurd the Volsung 11 
〈グリーン・ダイニング・ルーム〉Green Dining Room 11, 35 
『芸術への希望と不安』 Hopes and Fears for Art  12 
〈ケルムスコット・ハウス〉Kelmscott House  12, 185 
ケルムスコット・プレス Kelmscott Press 11 
〈ケルムスコット・マナー〉Kelmscott Manor  27, 73 
「ジョン・ボールの夢」 A Dream of John Ball  12, 105 
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「生活の小芸術」（『古建築物保護協会の主催による芸術に関する講演』に所収）‘The 
Lesser Arts of Life’, Lectures on Art, Delivered in Support of the Society for 
the Protection of Ancient Buildings  11, 23, 77, 161 

〈セント・ジョージ・キャビネット〉St George Cabinet (Cabinet on stand, depicting 
the Legend of St George)  11 

『地上の楽園』 The Earthly Paradise 11, 13 
「パタン・デザイニングの歴史」（『古建築物保護協会の主催による芸術に関する講演』

に所収）‘The History of Pattern Designing’, Lectures on Art, Delivered in 
Support of the Society for the Protection of Ancient Buildings  12, 23, 77, 161 

『変革の兆し』 Signs of Change  12 
「民衆の芸術」 The Art of the People 11 
『モリス記念論集』（一九三四年） 141 
モリス商会（→モリス・マーシャル・フォークナー商会）Morris & Company 11, 21, 

34, 48, 89, 103-105 
モリス・マーシャル・フォークナー商会（→モリス商会）Morris, Marshall, Faulkner 

& Co. 11, 34, 37, 38, 57, 104, 105, 107 
『ユートピア便り』（初出は『ザ・コモンウィール』に連載）（一般的訳書題同左）News 

from Nowhere  12, 14 
『理想郷』（初出は『平民新聞』に連載）（堺利彦訳書題）News from Nowhere  9, 10, 

12, 14, 23, 31, 59, 60, 175 
  〈レッド・ハウス（赤い家）〉Red House 11, 34, 57, 185, 186 
モリス、エマ（ウィリアム・モリスの母）Morris, Emma  11 
モリス、ジェイン（ウィリアム・モリスの妻、旧姓バーデン）Morris, Jane (née Burden)  

11, 34, 57 
モリス、ジェニー（ウィリアム・モリスとジェインの長女）Morris, Jenny  30 
モリス、メイ（ウィリアム・モリスとジェインの次女）Morris, May  12, 29 
  メイ・モリス編『ウィリアム・モリス著作集』（全 24巻） May Morris ed., The Collected 

Works of William Morris, 24 vols.  12, 29 
メイ・モリス編『ウィリアム・モリス――美術家、著述家、社会主義者』（全 2巻） May 

Morris ed., William Morris: Artist, Writer, Socialist, 2 vols.  29 
森田亀之輔 46, 48, 63, 65, 85 
文部省（現在の文部科学省） 24, 138, 143, 144, 184, 186 
  文展（文部省美術展覧会）（→帝展） 50, 66, 84, 99, 100, 138, 143 
 
ヤ行 
八木澤子 100 
八木麗子 100, 109, 110 
安井曾太郎 144, 145 
柳敬介 65  
柳宗悦 103, 115, 128-130, 135-142, 169, 172, 173 
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  「下手ものゝ美」 138, 139 
  「富本君の陶器」（『中央美術』） 129 
  「富本君の陶器（廣告襴参照）」（『白樺』） 129 
  「富本と模樣」（『東京朝日新聞』） 137 
  「日本民藝美術館設立趣意書」 135, 136, 138 
柳悦孝 138 
柳原睦夫 170, 171 
矢部連兆 158 
山下新太郎 65, 144 
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